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令和４年中泊町議会予算特別委員会

令和 ４年 ３月 ９日（水曜日）

〇議事日程 第１号

１ 臨時委員長の紹介

２ 委員長選挙

３ 副委員長選挙

４ 会議録署名委員の指名

５ 会期の決定

６ 議案第 ９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計予算につ

いて

７ 議案第１０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計予算につ

いて

８ 議案第１１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算

について

９ 議案第１２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算

について

１０ 議案第１３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて

１１ 議案第１４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計予算について

〇出席委員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 青 山 雅 晴 君 １０番 沖 崎 勲 君

１１番 野 上 憲 幸 君 １２番 野 上 祐 一 君

１３番 川 山 光 則 君

〇欠席委員（なし）
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〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 米 塚 鈴 子 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 毛 内 康 裕 君

財 政 課 長 山 中 哲 哉 君

総 合 戦 略 課 長 三 上 晃 瑠 君

税 務 課 長 太 田 光 平 君

町 民 課 長 三 上 康 栄 君

福 祉 課 長 下 山 貴 子 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光
越 野 進 一 君課 長

小 泊 支 所 長 藤 田 康 久 君

教 育 次 長 葛 西 成 芳 君

教 育 課 長 長 利 香代子 君

会 計 課 長 藤 田 順 悦 君

上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 宮 越 裕 子 君

総 務 課
木 村 将 師 君行 政 情 報 係
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開会 午前１０時００分

◎臨時委員長の紹介

〇議会事務局長（宮越裕子君） おはようございます。予算特別委員会の開会

に当たり、事務局より臨時委員長のご紹介をいたします。

本日は、去る３月３日の本会議において予算特別委員会が設置され

てから初めての委員会となります。委員長が互選されるまでの間は、

委員会条例第１０条第２項の規定によって、出席委員の中で年長の委

員が臨時に委員長の職務を行うことになっております。

したがいまして、出席委員の中で年長の委員であります野上祐一委

員に臨時委員長をお願いすることにいたします。

野上祐一委員、よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）臨時委員長 ただいまご紹介されました野上です。委員会条例第

１０条第２項の規定によって、臨時委員長の職務を行います。何とぞ

よろしくお願いいたします。

◎開会の宣告

〇野上（祐）臨時委員長 ただいまの出席委員数は１３人です。定足数に達し

ていますので、これから予算特別委員会を開会します。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

◎委員長選挙

〇野上（祐）臨時委員長 日程第２、委員長の選挙を行います。

お諮りします。委員長の選挙は指名推選の方法により行いたいと思

います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決

定しました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思いますが、異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 異議なしと認めます。
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したがって、私が指名することに決定しました。

予算特別委員会の委員長に荒関富雄委員を指名します。ご異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、荒関富雄委員が委員長に当選されました。

本席より荒関富雄委員に当選の告知をいたします。

それでは、ただいま委員長に当選されました荒関富雄委員には承諾

をいただき、就任の挨拶をお願いいたします。荒関富雄委員、お願い

します。

〇荒関委員長 ただいま皆様方のご推挙によりまして、予算特別委員会の委員

長という大役を仰せつかりました荒関です。

本委員会は、令和４年度の町政の方向性を決める重要な予算につい

て審査を行うものでありますので、公平、公正な委員会運営を図って

まいりたいと思っております。委員の皆様にも、円滑な議事運営、進

行にご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任の挨拶とい

たします。よろしくお願いします。

〇野上（祐）臨時委員長 以上で臨時委員長の職務を終了いたします。ご協力

ありがとうございました。

荒関委員長と交代します。荒関委員長、よろしくお願いします。

（臨時委員長、委員長と交代）

◎副委員長選挙

〇荒関委員長 日程第３、副委員長の選挙を行います。

お諮りします。副委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたい

と思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、副委員長の選挙は指名推選の方法により行うことに決

定いたしました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することとしたい

と思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）
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〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、私が指名することに決定いたしました。

予算特別委員会の副委員長に成田直人委員を指名します。ご異議あ

りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、成田直人委員が副委員長に当選されました。

本席より成田直人委員に当選の告知をいたします。

それでは、ただいま副委員長に当選されました成田直人委員にも承

諾をいただき、就任の挨拶をお願いいたします。

〇成田副委員長 ただいま委員の皆様より推挙いただきまして、副委員長に選

ばれました成田でございます。委員長をしっかり支えつつ、令和４年

度の予算審議を適正に行いたいと思いますので、どうか委員各位の格

段のご協力をお願い申し上げ、就任の挨拶といたします。

◎会議録署名委員の指名

〇荒関委員長 日程第４、会議録署名委員の指名を行います。

本委員会の会議録署名委員は、１番、田中洋委員、２番、今博子委

員を指名いたします。

◎会期の決定

〇荒関委員長 日程第５、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。予算特別委員会の会期は、本日と明日１０日の２日

間にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、予算特別委員会の会期は、本日と明日１０日の２日間

に決定いたしました。

◎議案第９号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 本日は、予算特別委員会に付託されました議案第９号から議案

第１４号までの令和４年度各特別会計予算の審査を行います。

お諮りします。各議案の審査は、歳入と歳出を一括して行いたいと
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思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、各議案の審査は歳入と歳出を一括して行うことに決定

しました。

なお、ご質問の際は予算書のページを示してお願いいたします。

日程第６、議案第９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計予

算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上町民課長。

〇町民課長（三上康栄君） 議案第９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別

会計予算案について、ご説明いたします。

事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６億１，３

７６万７，０００円となり、前年度当初予算額に対して５，６３２万

３，０００円、率にして３．６％の増となっております。

診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５，

２８９万７，０００円となり、前年度当初予算額に対して１，１３５

万７，０００円、率にして８．０％の増となっております。

歳入歳出予算の概要について、事業勘定からご説明申し上げます。

２ページを御覧ください。歳入は、第１款国民健康保険税に２億９，

１９０万４，０００円、第２款使用料及び手数料に３０万円、第３款

国庫支出金に１，０００円、第４款県支出金に１１億４，５８８万９，

０００円、第５款財産収入に１，０００円、第６款繰入金に１億７，

０９７万１，０００円、第７款繰越金に１，０００円、第８款諸収入

に４７０万円を計上しております。

４ページから５ページを御覧ください。歳出は、第１款総務費に９，

２４９万３，０００円、第２款保険給付費に１０億９，９５２万７，

０００円、第３款国民健康保険事業費納付金に３億９，１３７万３，

０００円、第４款共同事業拠出金に１，０００円、第５款財政安定化

基金拠出金に１，０００円、第６款保険事業費に１，８２７万８，０

００円、第７款基金積立金に１，０００円、第８款公債費に１，００

０円、第９款諸支出金に２０９万２，０００円、第１０款予備費に１，

０００万円を計上しております。
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次に、歳入歳出予算の主なものを款項を追って、事業勘定の歳出か

らご説明いたします。恐れ入りますが、１６ページを御覧願います。

３、歳出。第１款総務費、第１項総務管理費に、１７ページを御覧願

います。対前年度比６，９６３万１，０００円増の８，８４０万９，

０００円を計上しております。主なものとしては、１２節委託料に、

国保標準システム導入費として６，４６５万８，０００円を計上して

おります。

第２項徴税費に、対前年度比１７万７，０００円増の３８２万２，

０００円を計上しております。

第３項運営協議会費に、対前年度比２万５，０００円減の２６万２，

０００円を計上しております。

第２款保険給付費、第１項療養諸費に、第１目一般被保険者療養給

付費から、１８ページを御覧ください。第５目審査支払手数料まで、

合計で対前年度比３７９万円増の９億４，００８万３，０００円を計

上しております。

第２項高額療養費に、第１目一般被保険者高額療養費から第４目退

職被保険者等高額介護合算療養費まで、合計で対前年度比９万９，０

００円増の１億５，４５０万２，０００円を計上しております。

第３項移送費に、１９ページを御覧願います。合計で前年度と同額

の２，０００円を計上しております。

第４項出産育児諸費に、７人分の出産育児一時金として、対前年度

比１２６万円減の２９４万円を計上しております。

第５項葬祭費に、前年度と同額の２００万円を計上しております。

第３款国民健康保険事業費納付金、第１項医療給付費分に、対前年

度比８２２万２，０００円減の２億４，３２１万６，０００円を計上

しております。

第２項後期高齢者支援金等分に、対前年度比２８７万９，０００円

減の９，３８８万４，０００円を計上しております。

第３項介護納付金分に、２０ページを御覧願います。対前年度比６

６８万１，０００円減の５，４２７万３，０００円を計上しておりま

す。

第４款共同事業拠出金、第１項共同事業拠出金に前年度と同額の１，

０００円を計上しております。
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第５款財政安定化基金拠出金、第１項財政安定化基金拠出金に前年

度と同額の１，０００円を計上しております。

第６款保健事業費、第１項保健事業費に、２１ページを御覧願いま

す。対前年度比８８万円増の６３３万７，０００円を計上しておりま

す。

第２項特定健康診査等事業費に、対前年度比８１万３，０００円増

の１，１９４万１，０００円を計上しております。

２２ページを御覧願います。第７款基金積立金、第１項基金積立金

に前年度と同額の１，０００円を計上しております。

第８款公債費、第１項財政安定化基金償還金に前年度と同額の１，

０００円を計上しております。

第９款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金に、合計で前年度と

同額の２０９万１，０００円を計上しております。

２３ページを御覧ください。第２項繰出金に、前年度と同額の１，

０００円計上しております。

第１０款予備費、第１項予備費に、前年度と同額の１，０００万円

を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、１１ペー

ジにお戻り願います。２、歳入。第１款国民健康保険税、第１項国民

健康保険税、第１目一般被保険者国民健康保険税に、対前年度比３，

５１９万円減の２億９，１８６万６，０００円を計上しております。

主な要因は、被保険者数の減少及び資産割廃止による減額となってお

ります。

１２ページを御覧願います。第２款使用料及び手数料、第１項手数

料に、前年度と同額の３０万円を計上しております。

第３款国庫支出金、第１項国庫補助金に前年度と同額の１，０００

円を計上しております。

１３ページを御覧願います。第４款県支出金、第１項県補助金に、

対前年度比２，９３１万６，０００円増の１１億４，５８８万８，０

００円を計上しております。

第２項財政安定化基金交付金に、前年度と同額の１，０００円を計

上しております。

第５款財産収入、第１項財産運用収入に前年度と同額の１，０００
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円を計上しております。

第６款繰入金、第１項一般会計繰入金に、１４ページを御覧願いま

す。対前年度比１，３９７万３，０００円増の１億２，２７７万３，

０００円を計上しております。

第２項財政調整基金繰入金に対前年度比４，８１９万７，０００円

増の４，８１９万８，０００円を計上しております。主に国保標準シ

ステム導入に係る財源として計上しております。

第７款繰越金、第１項繰越金に、前年度と同額の１，０００円を計

上しております。

第８款諸収入、第１項延滞金加算金及び過料に、前年度と同額の４

４１万１，０００円を計上しております。

１５ページを御覧願います。第２項受託事業収入に前年度と同額の

１，０００円を計上しております。

第３項雑入に、合計で対前年度比２万７，０００円増の２８万８，

０００円を計上しております。

以上で事業勘定の説明を終わります。

引き続き、診療施設勘定の歳入歳出予算の概要についてご説明申し

上げます。６ページにお戻り願います。歳入は、第１款診療収入に１

億９９７万４，０００円、第２款使用料及び手数料に２６万５，００

０円、第３款国庫支出金に４１２万５，０００円、第４款繰入金に２，

４３７万１，０００円、第５款繰越金に１，０００円、第６款諸収入

に９９６万１，０００円、第７款町債に４２０万円を計上しておりま

す。

７ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に１億２３４万５，

０００円、第２款医業費に２，６９１万６，０００円、第３款公債費

に２，３１３万６，０００円、第４款予備費に５０万円を計上してお

ります。

次に、歳入歳出予算の主なものについて、款項を追ってご説明申し

上げます。歳出からご説明いたします。３７ページを御覧願います。

３、歳出。第１款総務費、第１項医療施設管理費、第１目一般管理費

に、対前年度比１２０万７，０００円増の８，２７０万６，０００円

を計上しております。主なものは、２節給料など医師１名、職員４名

分の人件費で、合計５，３６３万２，０００円、３８ページを御覧願
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います。１２節委託料に、診療所受付・清掃業務１，６２１万３，０

００円等、３９ページを御覧願います。第２項歯科施設管理費、第１

目一般管理費に、対前年度比７３万２，０００円増の１，９６３万９，

０００円を計上しております。主なものは、医師１名の人件費で、合

計１，８５９万４，０００円であります。

４０ページを御覧願います。第２款医業費、第１項医科用医業費に、

合計で対前年度比９０５万９，０００円増の２，２９２万６，０００

円を計上しております。主なものは、１７節備品購入費に内視鏡シス

テム検査機器更新のため、機械器具費８２５万円を計上しております。

第２項歯科用医業費に、合計で対前年度比７万円増の３９９万円を

計上しております。

４１ページを御覧願います。第３款公債費、第１項公債費に診療所

建設費等の長期債の償還分として、元金・利子合計で、対前年比２８

万９，０００円増の２，３１３万６，０００円を計上しております。

第４款予備費、第１項予備費に、前年度と同額の５０万円を計上し

ております。

次に、歳入について、ご説明いたします。恐れ入りますが、３３ペ

ージにお戻り願います。２、歳入。第１款診療収入、第１項医科外来

収入に、第１目国民健康保険診療報酬収入から第６目労災・その他診

療報酬収入まで、合計で、対前年度比３２６万７，０００円増の８，

６６７万７，０００円を計上し、第２項歯科外来収入に、第１目国民

健康保険診療報酬収入から、３４ページを御覧願います。第６目労災

・その他診療報酬収入まで、合計で、対前年度比３６万８，０００円

減の２，２２５万４，０００円を計上しております。

第３項その他診療収入は、対前年度比８万５，０００円減の１０４

万３，０００円を計上しております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料は、対前年度比１０万１，

０００円増の２３万１，０００円を計上しております。

第２項使用料は、前年度と同額の３万４，０００円を計上しており

ます。

３５ページを御覧願います。第３款国庫支出金、第１項国庫補助金

において、内視鏡システム検査機器更新に係る医療施設等設備整備費

補助金として４１２万５，０００円を計上しております。
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第４款繰入金、第１項他会計繰入金に、合計で前年度と同額の２，

４３７万１，０００円を計上しております。

第５款繰越金、第１項繰越金に、前年度と同額の１，０００円を計

上しております。

第６款諸収入、第１項雑入に、対前年度比６１４万４，０００円減

の２１６万３，０００円を計上しております。

第２項受託事業収入は、合計で対前年度比６６９万円増の７７９万

８，０００円を計上しております。

なお、第２目予防接種代金においては、第１項雑入より第２項受託

事業収入へ移行し、６８７万５，０００円を計上しております。

３６ページを御覧願います。第７款町債、第１項町債において、内

視鏡システム検査機器更新に係る医療機器設備整備事業として４２０

万円を計上しております。

以上で、議案第９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計予算

案について、ご説明いたしました。

〇荒関委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、議案第９号 令和４年度中泊町国民

健康保険特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第１０号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 日程第７、議案第１０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別

会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

下山福祉課長。

〇福祉課長（下山貴子君） 議案第１０号 令和４年度中泊町介護保険事業特

別会計予算案について、ご説明申し上げます。

令和４年度当初予算の編成においては、介護サービス受給者数及び

サービス受給者１人当たりの給付費が共に横ばいで推移し、前年度と

ほぼ同規模となっております。

歳入歳出予算の総額は、前年度と比較して１,５９５万５，０００

円減の１８億６５２万９，０００円となっております。
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歳入歳出予算の概要について、款を追ってご説明申し上げます。歳

入では、２ページから３ページを御覧ください。第１款保険料に２億

９,４９３万２，０００円、第２款使用料及び手数料に２万１，００

０円、第３款国庫支出金に４億８,９１６万１，０００円、第４款支

払基金交付金に４億６,１１１万８，０００円、第５款県支出金に２

億５,１１１万２，０００円、第６款財産収入に１，０００円、第７

款繰入金に３億１,００３万２，０００円、第８款繰越金に１，００

０円、第９款諸収入に１５万１，０００円を計上いたしております。

続いて、歳出です。４ページから５ページを御覧ください。第１款

総務費に４,７９１万円、第２款保険給付費に１６億６,５１３万２，

０００円、第３款地域支援事業費に９,２４１万２，０００円、第４

款基金積立金に１，０００円、第５款公債費に７万円、第６款諸支出

金に４０万１，０００円、第７款予備費に６０万３，０００円を計上

いたしております。

次に、歳入歳出の主なものについて、款項を追ってご説明申し上げ

ます。最初に、歳出からご説明いたします。１３ページを御覧くださ

い。第１款総務費、第１項総務管理費に、１４ページを御覧ください。

対前年度比９６万８，０００円減の３,７３１万７，０００円を計上

いたしております。今年度実施しているシステム改修事業の終了が主

な要因であります。

第２項徴収費に、対前年度比８８万５，０００円減の５０万５，０

００円を、第３項介護認定審査会費に対前年度比３８万５，０００円

減の１,００８万８，０００円を計上いたしております。

１５ページを御覧ください。第２款保険給付費、第１項介護サービ

ス等諸費に対前年度比１,１５６万８，０００円減の１４億９,５４９

万８，０００円を計上いたしております。

第２項介護予防サービス等諸費に対前年度比５２万３，０００円増

の２,１３７万８，０００円を計上いたしております。

第３項高額介護サービス等費に対前年度比６６万７，０００円増の

５,８１９万２，０００円を計上いたしております。

１６ページを御覧ください。第４項その他諸費に対前年度比２万７，

０００円増の１１２万７，０００円を計上いたしております。

第５項特定入所者介護サービス等費に対前年度比２０６万４，００
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０円減の８,８９３万７，０００円を計上いたしております。

第３款地域支援事業費、第１項介護予防・生活支援サービス事業費

に対前年度比８３３万６，０００円減の４,１３２万５，０００円を

計上いたしております。

１７ページを御覧ください。第２項一般介護予防事業費に対前年度

比５万円増の１１６万６，０００円を計上いたしております。

第３項包括的支援事業・任意事業費に、１９ページを御覧ください。

対前年度比６９７万９，０００円増の４,９６９万８，０００円を計

上いたしております。

第４項その他諸費に対前年度比５，０００円増の２２万３，０００

円を計上いたしております。

第４款基金積立金に１，０００円、第５款公債費に７万円、第６款

諸支出金に、２０ページを御覧ください。４０万１，０００円、第７

款予備費に６０万３，０００円を計上いたしております。

次に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。８ページを御

覧ください。２、歳入。第１款保険料、第１項介護保険料に対前年度

比１,９６０万４，０００円増の２億９,４９３万２，０００円を計上

いたしております。改定後の保険料で見込んでおります。

第２款使用料及び手数料に前年度と同額の２万１，０００円を計上

いたしております。

第３款国庫支出金、第１項国庫負担金に対前年度比１１３万９，０

００円減の３億４９４万１，０００円を計上し、第２項国庫補助金に、

９ページを御覧ください。対前年度比１,２４９万６，０００円減の

１億８,４２２万円を計上いたしております。

第４款支払基金交付金に対前年度比５５８万９，０００円減の４億

６,１１１万８，０００円を計上いたしております。

１０ページを御覧ください。第５款県支出金、第１項県負担金に対

前年度比２８９万５，０００円減の２億３,６２２万７，０００円を、

第２項県補助金に対前年度比３１万５，０００円増の１,４８８万５，

０００円を計上いたしております。

第６款財産収入に１，０００円を計上いたしております。

第７款繰入金、第１項一般会計繰入金に、１１ページを御覧くださ

い。対前年度比５６万９，０００円増の３億１,００３万２，０００
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円を計上いたしております。

１２ページを御覧ください。第８款繰越金に前年度と同額の１，０

００円を計上し、第９款諸収入、第１項延滞金、加算金及び過料に前

年度と同額の１，０００円を計上し、第２項雑入に対前年度比２万９，

０００円減の１５万円を計上いたしております。

以上、議案第１０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計予算

案について、ご説明申し上げました。

〇荒関委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、議案第１０号 令和４年度中泊町介

護保険事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第１１号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 日程第８、議案第１１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業

特別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第１１号 令和４年度中泊町農業集落排

水事業特別会計予算について、ご説明申し上げます。

令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算案は、歳入歳出予

算の総額が、歳入歳出それぞれ４，２７３万３，０００円となり、前

年度当初予算額に対して９７万２，０００円、率にして２.３％の増

となっております。

歳入歳出予算の概要について、款を追ってご説明申し上げます。２

ページを御覧願います。最初に、歳入では、第１款使用料及び手数料

に５５８万６，０００円、第２款繰入金に３，７０４万７，０００円、

第３款繰越金に１０万円を計上しております。

次に、歳出では、第１款事業費に１，８０４万５，０００円、第２

款公債費に２，４５８万８，０００円、第３款予備費に１０万円を計

上しております。

次に、歳入歳出の主なものについて、款項を追ってご説明いたしま

す。最初に、歳出についてご説明いたします。５ページを御覧願いま
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す。第１款事業費、第１項施設管理費、第１目一般管理費、１２節委

託料に固定資産調査業務委託料として３２８万９，０００円、第２目

施設管理費、１０節需用費に処理場電気料として２５２万円、１２節

委託料に処理施設管理業務委託料として４３４万５，０００円、処理

場余剰汚泥排出業務委託料として５４０万６，０００円を計上いたし

ております。

６ページを御覧願います。第２款公債費、第１項公債費では、長期

債元金に２，２２９万３，０００円を、長期債利子に２２９万５，０

００円をそれぞれ計上しております。

次に、歳入でありますが、４ページにお戻り願います。第１款使用

料及び手数料、第１項使用料に農業集落排水事業使用料として５５８

万６，０００円、第２款繰入金、第１項繰入金に一般会計からの繰入

金として３，７０４万７，０００円を計上しております。

以上、令和４年度農業集落排水事業特別会計予算案についてご説明

申し上げました。

〇荒関委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、議案第１１号 令和４年度中泊町農

業集落排水事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第１２号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 日程第９、議案第１２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業

特別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第１２号 令和４年度中泊町漁業集落排

水事業特別会計予算について、ご説明申し上げます。

令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算案は、歳入歳出予

算の総額が、歳入歳出それぞれ２，５０６万７，０００円となり、前

年度当初予算額に対して１７３万３，０００円、率にして７.４％の

増となっております。

歳入歳出予算の概要について、款を追ってご説明申し上げます。２
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ページを御覧願います。最初に、歳入では、第１款使用料及び手数料

に２８６万８，０００円、第２款繰入金に２，２１４万９，０００円、

第３款繰越金に５万円を計上しております。

次に、歳出では、第１款事業費に９２０万６，０００円、第２款公

債費に１，５７６万１，０００円、第３款予備費に１０万円を計上し

ております。

次に、歳入歳出の主なものについて、款項を追ってご説明いたしま

す。最初に、歳出についてご説明いたします。５ページを御覧願いま

す。第１款事業費、第１項施設管理費、第１目一般管理費、１２節委

託料に固定資産調査業務委託料として３００万３，０００円、第２目

施設管理費、１０節需用費に処理場電気料として１９２万６，０００

円、１２節委託料に処理施設管理業務委託料として２４５万３，００

０円を計上いたしております。

６ページを御覧願います。第２款公債費、第１項公債費では、長期

債元金に１，４３８万６，０００円、長期債利子に１３７万５，００

０円をそれぞれ計上しております。

次に、歳入でありますが、４ページにお戻り願います。第１款使用

料及び手数料、第１項使用料に、漁業集落排水事業使用料として２８

６万８，０００円、第２款繰入金、第１項繰入金に一般会計からの繰

入金として２，２１４万９，０００円を計上しております。

以上、令和４年度漁業集落排水事業特別会計予算案についてご説明

申し上げました。

〇荒関委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、議案第１２号 令和４年度中泊町漁

業集落排水事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第１３号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 日程第１０、議案第１３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療

特別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上町民課長。
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〇町民課長（三上康栄君） 議案第１３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療

特別会計予算案について、ご説明いたします。

令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計の歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ２億９，１８７万５，０００円となり、前年度

当初予算額に対して４６２万円、率にして１．６％の増となっており

ます。

次に、歳入歳出予算の概要について、ご説明申し上げます。２ペー

ジを御覧願います。歳入は、第１款後期高齢者医療保険料に８，８８

１万９，０００円、第２款使用料及び手数料に２万円、第３款繰入金

に１億９，７６２万６，０００円、第４款繰越金に１，０００円、第

５款諸収入に５４０万９，０００円を計上しております。

３ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に８０８万６，０

００円、第２款後期高齢者医療連合納付金に２億８，３４９万円、第

３款諸支出金に２９万９，０００円を計上しております。

次に、歳入歳出予算の主なものについて、款項を追ってご説明申し

上げます。歳出からご説明いたします。８ページを御覧願います。３、

歳出。第１款総務費、第１項総務管理費に、前年度比２３万９，００

０円減の７８６万７，０００円を計上しております。主なものとして

は、１２節委託料に、後期高齢者健診委託料６０７万４，０００円、

１３節使用料及び賃借料に、後期高齢者システムリース料１１０万７，

０００円を計上しております。

第２項徴収費に、前年度と同額の２１万９，０００円を計上してお

ります。

第２款後期高齢者医療連合納付金、第１項後期高齢者医療連合納付

金に、対前年度比４８３万１，０００円増の２億８，３４９万円を計

上しております。県広域連合から提示されました金額に基づいて計上

しております。

９ページを御覧願います。第３款諸支出金、第１項償還金及び還付

加算金に、前年度比２万８，０００円増の２９万９，０００円を計上

しております。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、６ページ

にお戻り願います。２、歳入。第１款後期高齢者医療保険料、第１項

後期高齢者医療保険料に、対前年度比１，０２４万６，０００円増の
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８，８８１万９，０００円を計上しております。県広域連合より提示

された金額に基づいて計上しております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料に、前年度と同額の２万円

を計上しております。

第３款繰入金、第１項一般会計繰入金に、対前年度比５６１万円減

の１億９，７６２万６，０００円を計上しております。県広域連合か

ら提示されました金額に基づき計上しております。

第４款繰越金及び第５款諸収入、第１項延滞金加算金及び過料につ

いては、前年度と同額の１，０００円を計上しております。

７ページを御覧願います。第２項雑入に、対前年比１万６，０００

円減の５４０万８，０００円を計上しております。

以上で、議案第１３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計

予算案についてご説明いたしました。

〇荒関委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、議案第１３号 令和４年度中泊町後

期高齢者医療特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第１４号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 日程第１１、議案第１４号 令和４年度中泊町水道事業特別会

計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第１４号 令和４年度中泊町水道事業特

別会計予算についてご説明申し上げます。

恐れ入りますが、１ページを御覧願います。最初に、第２条、業務

の予定量ですが、（１）の給水件数は前年度比１０件減の４，２２０

件、（２）の年間総給水量は前年度比１万５，５００立方メートル減

の８２万３，５００立方メートル、（３）の１日平均給水量は前年度

比３４立方メートル減の２，２５６立方メートルをそれぞれ見込んで

おります。

次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額として、収入の第１款



- 19 -

水道事業収益は前年度より９１４万１，０００円減の３億４，６１３

万９，０００円、支出は第１款水道事業費用に前年度より６６４万１，

０００円減の２億９，２５２万８，０００円をそれぞれ計上し、収支

で５，３６１万１，０００円の利益を予定しております。

恐れ入りますが、２ページを御覧願います。第４条の資本的支出に

２億２，９４８万円を計上し、その支払いは過年度分損益勘定留保資

金で補填する予定としています。

第５条、そして３ページの第６条の説明は、省略させていただきま

す。

続きまして、予算の詳細について、予算実施計画説明書でご説明い

たします。最初に、収益的支出の主なものについてご説明いたします

ので、２１ページを御覧願います。先ほども説明しておりますが、第

１款水道事業費用として、前年度比６６４万１，０００円減の２億９，

２５２万８，０００円を計上しております。

第１項営業費用、第１目原水及び浄水費が前年度比１５５万円増の

３，３２６万３，０００円を計上しております。主なものは、１５節

委託費の水質検査委託料４４８万５，０００円、１９節動力費の各浄

水場電力料金１，３５７万円等であります。

２２ページを御覧願います。第２目配水及び給水費が前年度比２１

９万８，０００円減の４７４万１，０００円であります。主なものは、

１８節修繕費の配水施設維持修繕費２００万円、１９節動力費の増圧

ポンプ電力料１５７万１，０００円等です。

第４目総係費が対前年度比５５万９，０００円減の６，１４９万５，

０００円を計上しております。減額の要因としては、主に職員人件費

分であります。

２５ページを御覧願います。第２項営業外費用、第１目支払利息が

前年度比３１７万２，０００円減の２，０５２万８，０００円であり

ます。

その他のものについては、前年度とほぼ同内容及び同額となってお

りますので、説明を省略させていただきます。

次に、収益的収入についてご説明いたしますので、１８ページにお

戻り願います。第１款水道事業収益、第１項営業収益、第１目給水収

益は、前年度比１３３万１，０００円減の２億８，７９９万４，００
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０円を計上しております。減額の主な理由としては、給水収益の減少

によるものです。

１９ページを御覧願います。第２項営業外収益、第２目他会計補助

金に、対前年度比７１８万１，０００円減の２，３８８万２，０００

円を計上しております。これは、高料金対策の一般会計からの補助金

になります。

次に、資本的支出についてご説明いたしますので、２６ページを御

覧願います。第１款資本的支出、第１項建設改良費、第１目営業設備

費、４０節工事費に満期量水器取替工事１，３９３万３，０００円、

小泊第１浄水場着水井排水管修繕工事１９７万３，０００円、４２節

量水器購入費に３，０４３万４，０００円、第２目配水施設改良費、

４０節工事費に今泉地区２８０６号路線配水管増設工事４００万７，

０００円、第３目取水施設改良費、４０節工事費に深郷田浄水場２号

井取水ポンプ更新工事５０８万７，０００円、第２項企業債償還金、

第１目企業債償還金に償還元金１億７，４０４万６，０００円を計上

しております。

以上、令和４年度水道事業特別会計予算案についてご説明申し上げ

ました。

〇荒関委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

野上祐一委員。

〇野上（祐）委員 本案には何も問題ないわけですけれども、水道の工事の関

係で、今年のようにしばれたとき、水道しみればどこさ電話へばいい

もんだべと、今町の水道業者がほとんどいなくなってしまって、指名

業者がどうなっているのかという、町内からいろんなそういう問合せ

があるわけですが、今どういうものでしょうか。町のほうでは指定業

者なんかあるものですか、それお聞きしたいと思います。

〇荒関委員長 鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 野上委員のご質問にお答えします。

冬季の凍結等に関しましては、確かに業者さんのほうが数少なくな

っておりまして、町の管工事協会のほうが窓口になって対応していた

だいている状況ですので、そちらのほうの経由でお願いしてもらって

いる状況にございます。
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〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（祐）委員 そうすると、やはり直接上下水道課のほうに電話しても、

管工事のほうに電話してくださいというようなご指示があるというこ

とですね。分かりました。ありがとうございます。

〇荒関委員長 あと質疑ありませんか。

成田委員。

〇成田委員 ２６ページの資本的支出の関係なのですが、建設改良費の２番の

配水施設改良費と取水施設改良費の２つの件なのですが、これは定期

的にこの部分をやるということなのか、またはかなり傷みが激しくて、

これを改良するということなのですか、その辺をお願いします。

〇荒関委員長 鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） まず、今泉の関係でございますけれども、委

員ご存じのとおり、旧今泉小学校のグラウンド跡地を今年度で道路整

備することとなっております。それに伴いまして、道路下に給水管を、

配水管を増設する工事を、これを臨時的なものでやる計画で今予算計

上させていただきました。

次の深郷田浄水場の２号井の関係ですけれども、こちらのほうは毎

年業者のほうで絶縁値の計測を行っております。通常であれば絶縁値

というのは１００なければいけないのですけれども、検査の結果０．

２６という数値が出てきまして、ほぼポンプが止まりかけている状態

ということが判明いたしましたので、令和４年度に予算計上させてい

ただきまして、更新工事をしたいと思っております。

以上でございます。

〇荒関委員長 あと質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、議案第１４号 令和４年度中泊町水

道事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎散会の宣告

〇荒関委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１１時０６分
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令和４年中泊町議会予算特別委員会

令和 ４年 ３月１０日（木曜日）
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇荒関委員長 おはようございます。ただいまの出席委員数は１３名です。定

足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。

◎議案第８号の上程、説明、質疑

〇荒関委員長 本日は、予算特別委員会に付託されました令和４年度中泊町一

般会計予算の審査を行います。

日程第１、議案第８号 令和４年度中泊町一般会計予算についてを

議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 議案第８号 令和４年度中泊町一般会計予算案に

ついてご説明いたします。

初めに、令和４年度当初予算の編成経過についてご説明いたします。

本町の財政状況は、依然として自主財源及び経常的な一般財源が少な

いという財政構造が続いております。

こどまり小中学校建設、総合福祉健康センター建設等により、今後

の公債費は増加、また新型コロナウイルス感染症による経済への不安

もあり、非常に厳しい財政運営が続くと予想しております。

令和４年度の予算編成に当たっては、将来も持続可能な財政運営を

念頭に、歳出の抑制を図るとともに、重要な課題は先送りせず、慎重

に選択し、有利な町債を活用しながら、重点的・効率的な配分に努め

たところでございます。

こうして編成を見た令和４年度一般会計予算案は、歳入歳出予算の

総額が歳入歳出それぞれ８２億２００万円となり、前年度当初予算額

に対して、１０億８,１００万円、率にして１１．６％の減となって

おります。

次に、歳入歳出予算の概要について、款項を追ってご説明申し上げ

ます。予算書と別冊の令和４年度一般会計予算に関する参考資料でご

説明いたしますので、よろしくお願いいたします。

参考資料の２ページを御覧願います。歳入ですが、第１款町税で対
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前年度比７．３％増の８億６,１６１万４，０００円、第２款地方譲

与税で４．９％増の６,９５８万７，０００円、第３款利子割交付金

で３４．２％減の５０万円、第４款配当割交付金で５．３％増の１０

０万円、第５款株式等譲渡所得割交付金で前年度同額の１５０万円、

第６款法人事業税交付金で２７５％増の６００万円、第７款地方消費

税交付金で２９．６％増の２億３,０００万円、第８款環境性能割交

付金で５．３％増の４００万円、第９款地方特例交付金で６６．７％

減の１５０万円、第１０款地方交付税で８．６％増の３６億８,００

０万円、第１１款交通安全対策特別交付金で１１．５％増の６３万８，

０００円、第１２款分担金及び負担金で２２．７％増の７３万円、第

１３款使用料及び手数料で４．２％減の９,９３０万１，０００円、

第１４款国庫支出金で１５．９％減の７億１,６００万５，０００円、

第１５款県支出金で２．９％減の５億２,３１０万８，０００円、第

１６款財産収入で１．４％減の１,５６９万２，０００円、第１７款

寄附金で１３．２％増の８,６９４万４，０００円、第１８款繰入金

で４９．１％減の１億２,８４０万円、第１９款繰越金で前年度と同

額の７,０００万円、第２０款諸収入で９．２％減の８,３９８万１，

０００円、第２１款町債で４２．７％減の１６億２,１５０万円を計

上しております。

続きまして、歳出に移ります。３ページを御覧願います。第１款議

会費では、２．４％減の７,８９０万４，０００円、第２款総務費で

は、１２０．４％増の１９億９,２０８万５，０００円、第３款民生

費では、１．１％減の１３億８,０２６万７，０００円、第４款衛生

費では、０．８％減の９億８,２２４万円、第５款労働費では、１８．

９％増の１５万７，０００円、第６款農林水産業費では、１７．５％

増の７億４,０９８万円、第７款商工費では、２６．４％増の１億１,６

４６万９，０００円、第８款土木費では、１７．６％増の３億７,９

１７万９，０００円、第９款消防費では、５３．１％減の６億３,１

８５万円、第１０款教育費では、７０．６％減の６億７,５１３万４，

０００円、第１１款災害復旧費では、前年度と同額の７，０００円、

第１２款公債費では、０．１％増の１２億１,９７２万８，０００円、

第１３款予備費では、前年度と同額の５００万円を計上しております。

次に、歳入歳出予算計上の主なものについて、歳出からご説明いた
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します。１６ページを御覧願います。右側の欄に予算書のページを記

載しておりますので、参考にしていただければと存じます。

第１款議会費は、総額７,８９０万４，０００円、前年度と比較し

ますと１９８万１，０００円の減となっております。

第２款総務費、第１項総務管理費、ナンバー２、総合福祉健康セン

ター建設事業で、１０億９,１７１万２，０００円を計上しておりま

す。ナンバー３、兼任集落支援員設置事業で、２５町内会の集落支援

を実施する経費、１,０５５万３，０００円を計上しております。

第１項総務管理費の合計額は、１８億２,０１２万２，０００円、

前年度と比較しますと１０億５,５６９万４，０００円の増となって

おります。

第２項徴税費の合計額は、９,３５３万６，０００円、前年度と比

較しますと１,４２８万２，０００円の増となっております。

第３項戸籍住民基本台帳費の合計額は、４,６００万円、前年度と

比較しますと３０７万５，０００円の増となっております。

１７ページを御覧願います。第４項選挙費、ナンバー１、参議院議

員通常挙費で、９５７万７，０００円、ナンバー２、青森県議会議員

一般選挙費、２０９万３，０００円、ナンバー３、中泊町議会議員一

般選挙費として、１,９４７万円を計上しております。第４項選挙費

の合計は、３,１２５万６，０００円、前年度と比較しますと１,５３

４万５，０００円の増となっております。

第５項統計調査費の合計額は、６２万円、前年度と比較しますと２

４万７，０００円の減となっております。

第６項監査委員費の合計額は、５５万１，０００円、前年度と比較

しますと、６，０００円の増となっております。

第３款民生費、第１項社会福祉費、ナンバー３、介護保険特別会計

繰出事業で、３億１,００３万２，０００円、ナンバー４、障害者自

立支援給付事業として、扶助費３億５,０５２万６，０００円を計上

しております。第１項社会福祉費の合計額は、８億７,７８５万３，

０００円、前年度と比較しますと１,１０８万１，０００円の増とな

っております。

第２項児童福祉費、ナンバー４、子どものための教育・保育給付事

業として、３億６,９２３万１，０００円を計上しております。第２
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項児童福祉費の合計額は、５億２４１万４，０００円、前年度と比較

しますと２,６４５万５，０００円の減となっております。

１８ページを御覧願います。第４款衛生費、第１項保健衛生費、ナ

ンバー２、国民健康保険特別会計事業勘定に係る繰出金として、１億

２,２７７万３，０００円を計上しております。ナンバー３、後期高

齢者医療特別会計繰出金として、１億９,７６２万６，０００円を計

上しております。ナンバー４、新型コロナウイルスワクチン接種・体

制確保事業として、新型コロナウイルスワクチン３回目接種に係る経

費、４,９５１万２，０００円計上しております。第１項保健衛生費

の合計額は、５億５,５４４万５，０００円、前年度と比較しますと

２,４８７万４，０００円の減となっております。

第２項清掃費、ナンバー１、西北五環境整備事務組合負担事業とし

て、８,９２３万４，０００円を計上しております。第２項清掃費の

合計額は、１億９,７０６万３，０００円、前年度と比較しますと１,２

８４万３，０００円の増となっております。

第３項母子保健費の合計額は、１,６７９万３，０００円、前年度

と比較しますと２８３万円の増となっております。

第４項病院費の合計額は、１億８,９０５万７，０００円、前年度

と比較しますと８３２万７，０００円の増となっております。

第５項上水道整備費の合計額は、２,３８８万２，０００円、前年

度と比較しますと７１８万２，０００円の減となっております。

第５款労働費、第１項労働諸費の合計額は、１５万７，０００円、

前年度と比較しますと２万５，０００円の増となっております。

１９ページを御覧願います。第６款農林水産業費、第１項農業委員

会費の合計額は、２,９１６万４，０００円、前年度と比較しますと

１,１３３万２，０００円の増となっております。

第２項農業費、ナンバー３、環境保全型農業直接支払事業として、

１,９５１万８，０００円を計上しております。

ナンバー４、強い農業・担い手づくり総合支援事業として、８１７

万９，０００円を計上しております。

第２項農業費の合計額は、１億１,８０９万７，０００円、前年度

と比較しますと５１７万２，０００円の増となっております。

第３項畜産業費の合計額は、５５２万９，０００円、前年度と比較
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しますと１１万６，０００円の増となっております。

第４項農地費、ナンバー２、多面的機能支払事業として、１億３,５

３９万９，０００円を計上しております。ナンバー４、県営十三湖地

区経営体育成基盤整備事業として、１億８,１９２万６，０００円を

計上しております。第４項農地費の合計額は、４億７,４８３万９，

０００円、前年度と比較しますと９,９２６万９，０００円の増とな

っております。

第５項林業費の合計額は、３,４１７万２，０００円、前年度と比

較しますと３５７万７，０００円の増となっております。

２０ページを御覧願います。第６項水産業費、ナンバー２、漁業集

落排水事業特別会計繰出金として、２,２１４万９，０００円を計上

しております。ナンバー４、中泊メバ活プロジェクト事業として、２

４０万６，０００円を計上しております。第６項水産業費の合計額は、

７,９１７万９，０００円、前年度と比較しますと８８９万円の減と

なっております。

第７款商工費、第１項商工費、ナンバー３、地域おこし協力隊事業

では、観光資源の発掘など観光客の受入れ環境の整備などを目的に、

協力隊活動に要する経費、１,７８４万４，０００円を計上しており

ます。ナンバー４、宮越家公開管理事業として、企業版ふるさと納税

を財源とし４０万円を計上しております。

第７款商工費の合計額は、１億１,６４６万９，０００円、前年度

と比較しますと２,４３５万３，０００円の増となっております。

第８款土木費、第１項土木管理費の合計額は、４,４２９万円、前

年度と比較しますと７５万１，０００円の増となっております。

第２項道路橋梁費、ナンバー２、道路新設改良事業として、中里地

域５件４,７２０万円、小泊地域１件４５５万円、合計で５,１７５万

円を計上しております。ナンバー３、防雪対策費として、除排雪委託

料などで１億１,６７７万２，０００円を計上しております。第２項

道路橋梁費の合計額は、２億５,６６２万７，０００円、前年度と比

較しますと４,２９９万５，０００円の増となっております。

第３項河川費の合計額は、２,０５１万４，０００円、前年度と比

較しますと１３８万３，０００円の増となっております。

２１ページを御覧願います。第４項都市計画費の合計額は、１,２
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７７万２，０００円、前年度と比較しますと６１万３，０００円の減

となっております。

第５項住宅費、ナンバー２、既設公営住宅改善事業として、７６８

万９，０００円を計上しております。第５項住宅費の合計額は、４,４

９７万５，０００円、前年度と比較しますと１,２２６万３，０００

円の増となっております。

第６項土地開発基金費は省略させていただきます。

第９款消防費、第１項消防費、ナンバー２、五所川原消防事務組合

負担事業として五所川原地区消防事務組合負担金５億６,４４２万５，

０００円を計上しております。第９款消防費の合計額は、６億３,１

８５万円、前年度と比較しますと７億１,６２６万７，０００円の減

となっております。

第１０款教育費、第１項教育総務費、ナンバー３、学校ＩＣＴ整備

事業として、１,１２７万８，０００円計上しております。ナンバー

４、旧小泊中学校校舎解体事業として、解体工事費など合計１億２,９

７４万４，０００円を計上しております。第１項教育総務費の合計額

は、２億５,３５２万２，０００円、前年度と比較しますと１６億２,５

６５万６，０００円の減となっております。

２２ページを御覧願います。第２項小学校費の合計額は、８,１４

２万４，０００円、前年度と比較しますと３２１万６，０００円の減

となっております。

第３項中学校費の合計額は、５,０８２万３，０００円、前年度と

比較しますと６３４万７，０００円の減となっております。

第４項小中一貫校費の合計額は、１,５８６万２，０００円となっ

ております。

第５項社会教育費、ナンバー２、宮越家整備事業では、企業版ふる

さと納税を財源として、建物・庭園の整備工事経費等１,６０３万８，

０００円を計上しております。第５項社会教育費の合計額は、１億４

,５９３万５，０００円、前年度と比較しますと１３８万２，０００

円の増となっております。

第６項保健体育費の合計額は、１億２,７５６万８，０００円、前

年度と比較しますと１９２万４，０００円の減となっております。

２３ページを御覧願います。第１１款災害復旧費、第１項農林水産
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業施設災害復旧費及び第２項公共土木施設災害復旧費については省略

させていただきます。

第１２款公債費についてご説明いたします。ナンバー１、町債償還

元金として１１億８,４２１万１，０００円、ナンバー２、町債償還

利子として３,４８８万９，０００円、ナンバー３、一時借入金利子

として６２万８，０００円、合わせて１２億１,９７２万８，０００

円を計上しております。前年度と比較しますと６８万９，０００円の

増となっております。

第１３款予備費については、前年度と同額の５００万円を計上して

おります。

以上で歳出の主なものについての説明を終わります。

続きまして、歳入の主なものについてご説明いたします。歳入につ

いては予算書にてご説明申し上げますので、恐れ入りますが、予算書

の１１ページを御覧願います。２、歳入。第１款町税、第１項町民税

で２,７４４万７，０００円増の３億１,２６４万６，０００円、第２

項固定資産税で２,９８７万円増の４億１,８５８万２，０００円、１

２ページを御覧願います。第３項軽自動車税で３８万１，０００円増

の４,２０２万３，０００円、第４項たばこ税で１１０万２，０００

円増の８,８３６万３，０００円を計上しております。

第２款地方譲与税、第１項地方揮発油譲与税で１００万円増の１,５

００万円、第２項自動車重量譲与税で前年度と同額の４,５００万円、

１３ページを御覧願います。第３項森林環境譲与税で２２７万９，０

００円増の９５８万７，０００円を計上いたしております。

第３款利子割交付金から、１４ページを御覧願います。第９款地方

特例交付金までにつきましては、前年度の決算見込額及び国の地方財

政計画を参考に計上しております。

第１０款地方交付税は、２億９,０００万円増の３６億８,０００万

円を計上しております。普通交付税で２億９,０００万円増の３３億

４,０００万円、特別交付税で前年度と同額の３億４,０００万円を計

上しております。

第１１款交通安全対策特別交付金は、６万６，０００円増の６３万

８，０００円を計上しております。

第１２款分担金及び負担金は、１３万５，０００円増の７３万円を
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計上しております。

第１３款使用料及び手数料、第１項使用料では、１６ページを御覧

願います。４２８万６，０００円減の９,２６１万３，０００円を計

上しております。

第２項手数料では、１７ページを御覧願います。３万１，０００円

減の６６８万８，０００円を計上しております。

第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金では、１８ページを御覧願

います。２,４１１万８，０００円減の４億８,６０２万７，０００円、

第２項国庫補助金では、１９ページを御覧願います。こどまり小中学

校建設に係る交付金等の減により１億１,３２８万円減の２億８２８

万６，０００円を計上しております。

第３項国庫委託金では、２４７万１，０００円増の２,１６９万２，

０００円を計上しております。

第１５款県支出金、第１項県負担金では、２０ページを御覧願いま

す。８７７万２，０００円減の２億９,１３３万３，０００円を計上

しております。

第２項県補助金では、２２ページを御覧願います。９１０万２，０

００円減の１億９,８３０万７，０００円を計上しております。

第３項県委託金では、２３ページを御覧願います。２３７万１，０

００円増の３,３４６万８，０００円を計上しております。

第１６款財産収入、第１項財産運用収入では、２１万８，０００円

減の１,５６９万円を、２４ページを御覧願います。第２項財産売払

収入で、前年度と同額の２，０００円を計上しております。

第１７款寄附金は、１,０１４万３，０００円増の８,６９４万４，

０００円を計上しております。

第１８款繰入金は、１億２,４０２万３，０００円減の１億２,８４

０万円を計上しております。

第１９款繰越金から、２５ページを御覧願います。第２０款諸収入、

第４項受託事業収入までは説明を省略させていただきます。

第２０款諸収入、第５項雑入で、２７ページを御覧願います。７５

３万１，０００円減の８,０４０万５，０００円を計上しております。

２８ページを御覧ください。第２１款町債についてご説明いたしま

す。第１目総務債から、第６目教育債まで、１１事業合計で、１２億



- 33 -

９８０万円減の１６億２,１５０万円を計上しております。

なお、各地方債の起債区分や事業費等の詳細については、予算に関

する参考資料１３ページの「地方債充当事業一覧」をご参照くだされ

ばと存じます。

これで歳入の説明を終わります。８ページにお戻り願います。第２

表、地方債について、ご説明いたします。地方債では、臨時財政対策

債から五所川原地区消防事務組合施設整備事業までの１１事業を、利

率年４．０％以内として、限度額合計１６億２,１５０万円と定め、

計上しております。

最後に、再び令和４年度一般会計予算に関する参考資料の１０ペー

ジを御覧願います。平成２６年度以降に引き上げられた消費税分につ

いては、社会保障経費に充てることとなっております。当町では１億

２,０５０万円を見込んでおりますが、その使途を表にまとめたもの

でございますので、参考にしていただければと存じます。

１１ページを御覧願います。令和４年度当初予算案では、起債の発

行額を１６億２,１５０万円と見込んでおり、償還額については、令

和４年度の借入見込額を含めた推移を起債区分別に令和１１年度まで

表にまとめたものでございますので、こちらについても参考にしてい

ただければと存じます。

以上、議案第８号 令和４年度中泊町一般会計予算案についてのご

説明といたします。

〇荒関委員長 お諮りします。

本案に対する質疑は歳入と歳出を分けて行いたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、質疑は歳入と歳出を分けて行うことに決定しました。

なお、ご質問の際は予算書のページを示して簡潔にお願いいたしま

す。

議案第８号の歳入に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

野上委員。

〇野上（憲）委員 １１ページの歳入の町税についてであります。固定資産税

についてでありますけれども、去年より３，０００万円以上増額にな
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っているということで、これは津軽風力発電での中身での増額になっ

ているのか、ちょっとその点から確認したいと思います。

〇荒関委員長 太田税務課長。

〇税務課長（太田光平君） 野上委員ご質問の固定資産税の増についてお答え

いたします。

固定資産税においては、昨年度は３年に１度の評価替えやコロナに

よる特例措置等の減少を考慮し、堅く見込んだため、大幅な減収で編

成されました。

本年度は、土地については一部価格の上昇した地点があるものの、

それ以外の土地については下落が続いている状態であるため、１．９

％の減、１６７万８，０００円の減となっております。家屋について

は、滅失した家屋より新増築家屋のほうが増収見込みが上回るととも

に、令和３年度１年限りのコロナの軽減措置により軽減された分につ

いて通常課税に戻るため、５０６万５，０００円、３．４５％の増、

償却資産においては、今、委員のご質問にありました津軽風力発電の

経年による減、１，３００万円があるものの、令和３年度１年限りの

軽減措置が終了し、通常課税に戻ることから、３，１２８万４，００

０円、２５．３８％の増、令和４年度現年度課税分の固定資産全体で

は９．８％の３，４６７万１，０００円の増になると見込まれており

ます。

以上です。

〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（憲）委員 そうすれば、去年の見直しの時点での確定がなされて、今

年の予算編成となったということになれば、去年の中身での、いわゆ

る修正後の課税はなかったのですか。これは決算のときに出てくると

思いますけれども。

〇荒関委員長 太田税務課長。

〇税務課長（太田光平君） 今の補正予算において、歳入の増ということで見

込んでおります。

〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（憲）委員 それは、補正のほうを確認すれば出てくるとは思います。

それと、それに関連した形で、いわゆるふるさと納税です。企業版

のふるさと納税に５，０００万円計上されておりますけれども、これ
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も津軽風力の中身が主体だと思ってよろしいのですか。

〇荒関委員長 三上総合戦略課長。

〇総合戦略課長（三上晃瑠君） 委員ご質問の企業版ふるさと納税５，０００

万円についてお答えいたします。

これは２社からの寄附を計上しておりまして、１社が日本風力開発

株式会社、もう一社は尾別の山の上の日本風力エネルギー株式会社と

いうことで計上いたしております。

〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（憲）委員 昨年の場合、建設中の場合での固定資産税の課税措置はど

のぐらいなされているのですか。

〇荒関委員長 太田税務課長。

〇税務課長（太田光平君） まだ建設中ですので、固定資産税のほうは課税に

はなっていないということになっております。１月１日現在で完成と、

事業が開始されていれば課税になるということになります。

〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（憲）委員 普通の感覚でいけば、工事しているときでも、そこは有効

的に使われているわけでしょう。これは国有林ですから、中身は多少

違うにしても。結局林道自体を利用するにしても、ある程度町はそこ

で負担として持ち出ししている部分も結構あると思うのです。それに

対して、結局何ら課税もしくは補修の修繕費とか、全然もらっていな

いのですか。

〇荒関委員長 答弁、総合戦略課長。

〇総合戦略課長（三上晃瑠君） 今のご質問についてお答えします。

例えば尾別地区の日本風力エネルギーの今の１月完成予定の風車１

３基の現場につきましては、現在まだ試験中ということで、稼働が若

干遅れておる状況にございます。そして、用地につきましては、それ

ぞれ所有しております国、県、町のほうと契約してお借りしておりま

して、また破損した箇所につきましては、事業所のほうで舗装の修繕

等を行っている状況にございます。

以上です。

〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（憲）委員 それにしてもであります。当然建設中のものだから課税は

しないとありますけれども、建物自体は、構造物自体はできてしまっ
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ているわけです。稼働した時点で、ふるさと納税でもらうにしても何

しても、もらうのでしょうけれども、建設時点で固定物が建ってしま

った中身であれば、当然もらうべきではなかったのですか。そこら辺、

どういう見解で処理しているのか。

〇荒関委員長 太田税務課長。

〇税務課長（太田光平君） ただいまの野上委員のご質問にお答えします。

建設中である程度完成したという形になりますけれども、我々のほ

うも県、国のほうと固定資産税で完成の度合いについて協議したとこ

ろ、ある程度完成しても事業がなされなければ、１月１日現在でなさ

れなければ課税ができないということの見解をいただきまして、課税

していないところでございます。

〇荒関委員長 野上委員。

〇野上（憲）委員 そういう協議の場で答えが出たということは、それはそれ

でいいのですけれども、本来であれば、あれだけ構造物、大きいもの

を建設する、そして地元にも迷惑、そういうことを考えれば、事前に

協定の取決めの中身に、これは入れておく必要があったのではないか

と思います。

我々も津軽風力のほうを建設させていただきましたけれども、当然

何らかの形でもらっています。町の職員が立会いしたとすれば、自分

たちの賃金を考えれば、当然もらうのが当たり前なのです。町が善意

でしたとすれば、それはそれとして分かりますけれども、やっぱりそ

ういう自分たちが払ったものに対しての徴収は確認しながらやるべき

であったのではないかと思います。町長、どういうものでしょうか。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今野上委員のほうからお話があったのは、至極当然の

話でありますが、固定資産税、地方税法の話でございますので、そこ

はご理解をいただきたいと思います。地方税、固定資産税以外の部分、

様々町としても手続やら何やらやらせていただいて、協力申し上げて

いるわけですから、そこの部分については先般事業会社と協定を結ん

だ、いわゆる企業版ふるさと納税ということで、今年度から、令和３

年度から寄附をいただいていると、その中のほうでやらせていただい

ているというご理解をいただければと思います。

〇荒関委員長 野上委員、よろしいですか。
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野上委員。

〇野上（憲）委員 これから町としてもいろいろな形での事業推進等のものが

出てくると思いますけれども、やっぱり事業を受託する、受けた時点

で、いわゆる地元の集落の迷惑もあるわけです。集落の人たちには、

もっと見える形で還元できるようなものを優先させてやって、それか

ら工事に着工するべきであったのかなと思いますので、これからはそ

ういうものを重々考えながら実施してほしいと思います。

以上です。

〇荒関委員長 ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、歳入に対する質疑を終わります。

議案第８号の歳出に対する質疑を行います。

お諮りします。歳出に対する質疑は各款ごとに行いたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。

したがって、歳出に対する質疑は各款ごとに行うことに決定しまし

た。

第１款議会費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第１款議会費に対する質疑を終わり

ます。

第２款総務費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

沖崎委員。

〇沖崎委員 選挙の関係についてお願いします。今年参議院と、私どもも秋に

審判を受けるわけですので。

私が言いたいのは、６時で終わればどうかと。今まで８時になって

いるのですけれども、財政の関係も何ぼかでもプラスになるし、朝は

７時だか、終わりは６時と。ただ、私どもの選挙はそれでよければい

いのですけれども、国とか県の場合は、これ何か違っていたような気

がしますので、担当課長、その点。

〇荒関委員長 毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） ただいまの沖崎委員の質問に対してお答えいたし
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ます。

中泊町議会議員の選挙についてでございますけれども、投票の終了

時間は６時ということで考えております。

参議院、県議会については、今までの通常どおり８時までというこ

とになっております。

町単独では、ちょっと直すことは無理でございます。

〇荒関委員長 沖崎委員、よろしいですか。

〇沖崎委員 はい。

〇荒関委員長 あと総務費に対する質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第２款総務費に対する質疑を終わり

ます。

第３款民生費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第３款民生費に対する質疑を終わり

ます。

第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

１番、田中洋委員。

〇田中委員 ６６ページの第２項清掃費の中にある不法投棄廃棄物撤去、その

費用に４９万４，０００円計上されているのですけれども、それはス

トックヤードの中に持ち込まれた、本来であれば置いてはいけない指

定されたもの以外のものを撤去する費用ということでよろしいです

か。

〇荒関委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） ただいま田中委員からいただいた質問につい

てお答えします。

ストックヤードに置かれている不法投棄廃棄物、こちらのほうに関

しては、上に記載している不法投棄廃棄物撤去、これとはまた別のも

ので、そちらの両方の委託についてご説明させていただきます。不法

投棄廃棄物撤去の委託については、廃棄物の処理及び清掃に関する法

律では、土地の所有者または管理者は清潔を保つように努めることと

なっていることから、不法投棄の情報がありましたら、個人の土地、

町の土地に関係なく現地確認をして、個人の土地の場合は土地の管理
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者、占有者に連絡をして、廃棄物の撤去やロープ、看板設置等をする

ように指導しています。町所有地に不法投棄されている場合は、担当

課で回収し、可燃物、不燃物、処理が困難なものは処理業者へ搬出し

て処理しております。職員で対応できなく、重機等が必要な大きい廃

棄物や重い廃棄物の撤去に関しては、この委託費の中で、業者へ連絡

して委託をして処理してもらっています。そのための費用として計上

しております。

次のストックヤードの清掃管理費についてですけれども、ストック

ヤードは中里地域の中里地区に３か所、武田地区に２か所、内潟地区

に３か所設置しており、小泊地域は小泊地区と下前地区に１か所ずつ

設置しており、全部で１０個のストックヤードがあります。このスト

ックヤードには、新聞、雑誌、段ボール、発泡スチロール、白色トレ

ー、容器包装リサイクル法律に基づくその他のプラスチックの資源ご

みを回収しております。そのごみ以外のものの持込みにより、乱雑に

置かれている状態になっているのが現状です。それを担当職員が適宜

清掃し、可燃ごみ、プラスチック類のおもちゃなどの不燃ごみ、自転

車などの粗大ごみを職員が西部クリーンセンターや最終処分場に搬出

し、テレビや消火器などの町で収集できないものは処理業者へ搬出し

てきました。ごみの分別や出し方については、町が作成した家庭用ご

み分けガイドを毎戸に配布しております。そのほか町広報紙や町民文

化祭、高齢者教室などで職員が出向いて周知しておりますが、なかな

か改善に至っていないのが現状です。

このようなストックヤード内の現状を解決するための案として、１

０か所のうち６か所について、令和４年度はストックヤードの清掃管

理委託を行い、中里地域の中央公民館前、武田公民館前を年６回、内

潟公民館を年４回、旧中里団地５５号と、旧給食センターを年２回、

小泊のすくすくしたまえ館裏を年４回整理整頓を行い、不法に置かれ

たごみについては可燃ごみ、プラスチック製のおもちゃなどの不燃ご

み、自転車などの粗大ごみに区分してもらい、西部クリーンセンター

や最終処分場へ搬出し、テレビや消火器などの町で回収していないご

みは町職員が処理業者へ搬出するということで、ストックヤード利用

者が適正に利用する意識を高めるように予算計上いたしました。

また、今後この取組が効果が得られた場合は、令和５年度以降には
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全か所のストックヤードを対象に清掃業務の委託も考えております。

以上です。

〇荒関委員長 田中委員。

〇田中委員 ストックヤードの話だったのですけれども、やはり私もよく利用

するのですけれども、その中にある不法投棄のものの撤去だと思って

ちょっと聞いたのですけれども、それだけではないということで、い

ろいろな町の土地とかそういう施設に置かれたものを撤去する費用が

これだけということで、それは承知したのですけれども。

本来であれば、この不法投棄というものはあってはならないことで、

こういうことに対して予算をつけなければならないというのがちょっ

と悲しいなという気持ちと、あとはまたストックヤードの話に戻るの

ですけれども、生ごみとか、そういった処理できないものを置いてい

る人も見かけたことがありました。今、課長がおっしゃっていたよう

に、職員の方が出向いて回収しているということなのですけれども、

やはりルールをしっかり守ってやってもらうためには、もっともっと

注意喚起、そういったものが必要だと思うし、あと必要であるならば

防犯カメラとかで抑止力、そういったものを発揮していければと思う

のですけれども、今後そのような考えとかはあるのですか。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 田中委員のご質問、確かにおっしゃるとおりでありま

す。ただ、これは法律、制度の話からいくと、先ほど課長のほうから

ご説明した町有地に不法に投棄されたものが見つかった場合の予算と

して計上しているということで説明させていただいたわけですが、基

本的に原因者責任ですので、投棄した人が分かった場合には、投棄し

た人に求償権を持ちます、町が片づけても。したがって、これは町が

投棄した人のものを責任持って片づけるというだけのことではなく

て、請求する権利は発生するのですけれども、費用としては計上して

いると。もちろんストックヤードとかについては置いていく人がいる

わけです。その置いていった人に対しては注意を喚起する、駄目だよ

と注意を喚起するのは常に続けていますし、冊子でも流していますし、

町民文化祭のときのフォーラム等でも周知をさせていただいておりま

す。今後とも、その部分につきましては町民のご理解を得ながら、正

しいごみの出し方、捨て方を徹底してまいりたいというふうに考えて



- 41 -

ございます。

〇荒関委員長 田中委員、よろしいですか。

〇田中委員 はい。

〇荒関委員長 あと衛生費に対する質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 ないようですので、第４款衛生費に対する質疑を終わります。

第５款労働費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第５款労働費に対する質疑を終わり

ます。

第６款農林水産業費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第６款農林水産業費に対する質疑を

終わります。

第７款商工費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第７款商工費に対する質疑を終わり

ます。

第８款土木費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

秋元委員。

〇秋元委員 防雪対策費についてお伺いします。

私は、昨年……

〇荒関委員長 何ページですか。

〇秋元委員 ページは８９。昨年の一般質問でも防雪対策について質問したの

ですけれども、その中の記憶をたどれば、ホワイトアウト、また防雪

柵のないところにはいろいろ課題があって云々というような答えをい

ただきました。ホワイトアウトに関しては、ある大学と何か品物を開

発して対応を講じると。防雪柵については、高いところの防雪柵は何

か県のほうでも対応がなかなか難しいという返事をいただきました。

その後検討するということで、たしか回答をもらったのですけれども、

今回の予算を見れば、それらに関する予算が一向にないのですけれど

も、その後の検討した結果はどうなったのか、お伺いしたいと思って

います。
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〇荒関委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 秋元委員の質問にお答えします。

土地が高くて柵が設置できなかったところ、この通りに関しては、

青森県が管理しておりまして、青森県のほうで予算計上して実施しま

すので、早期の実施をお願いするという形で要望は続けて行っており

ますけれども、ちょっと予算がついたかどうかの確認だけはまだして

いませんでした。

〇荒関委員長 三上総合戦略課長。

〇総合戦略課長（三上晃瑠君） ホワイトアウト対策についてご説明いたしま

す。

予算書の３７ページになるのですけれども、ホワイトアウト対策に

つきまして、大学共同研究事業ということで４８万３，０００円計上

いたしております。令和３年度から弘前大学とホワイトアウト対策に

ついて共同研究、町のほうで契約を締結いたしまして進めてございま

す。令和３年度につきまして、広域農道、こめ米ロード沿いに、今弘

前大学のほうで風車を設置して研究をスタートしております。令和３

年度予算につきましては、全て弘前大学のほうで予算措置すると。令

和４年度につきましては、町のほうからも４８万３，０００円予算措

置しながら、引き続き風況、ホワイトアウト対策でＬＥＤ、どの程度

の風車であれば電力を賄えるかとか、その辺の研究も弘前大学のほう

で令和４年度、引き続き進めてまいりますので、よろしくお願いいた

します。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今の秋元委員のご質問２点について、今それぞれ課長

が答えたとおりなのですが、私のほうから若干補足を。確かに車力道

路の件だと思うのですけれども、今も流れが寄っているところがあり

まして、あそこの高い部分について、先ほど藤本課長のほうからお話

のあった、なかなか取り付けるのが難しいという判断でもって県はつ

けなかったと。その後、県の中谷地域整備部長のほうに会った際に、

そのことを話ししまして、県としては技術的なものは様々考えると。

場所的には大丈夫だと思ったのだけれども、大丈夫ではなかったとい

うことで検討しますという話をいただいておりますので、今後も強く

プッシュしたいと思っています。
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それから、もう一つのホワイトアウト対策でございますが、これは

町の道路のホワイトアウト対策だけのために大学と組んでやっている

のではなくて、要するに商品として町で開発することによって、他の

地域に売り込みをかけていきたいという目論見もあって大学と一緒に

やっている話。もちろん出来上がれば、町民のホワイトアウト対策に

もなるということでやらせていただいているということでございます

ので、補足をさせていただきます。

〇荒関委員長 秋元委員、よろしいですか。

秋元委員。

〇秋元委員 細やかな返事をいただきまして、ありがとうございます。

ただ、そこを通行するのは、県の管理であれ町の管理であれ町民で

すので、早期に対応していただければと。令和２年、令和３年度と２

年豪雪が続きました。昔からことわざにありますけれども、二度ある

ことは三度あると。来年もう一年様子を見ながら、今の形でいけば全

然形が見えてこないのです。ですから、最低限、交差点の角々に県の

道路であれ何であれ、回転灯なりなんなりを設けてはいかがかという

のが私の意見なのです。設けていただければと思います。

それから、もう一つ、除排雪の経費についてです。今現在私の調べ

たところであれば、予算残高が２億２,０００万、まだ支払いしてい

ない金額が２億１，０００万あるそうです。これというのは、支払い

の契約関係はどういうふうになっていて、こういうふうになっている

のですか。ちょっとそこを確認したいのですけれども。

〇荒関委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 秋元委員の除雪の支払いについてお答えいた

します。

入札後に、業者のほうに部分払い、前払いは可能ですということで

説明会、除雪の注意事項を、業務遂行の上の注意事項の会議のときに

皆さんに報告して、業務委託約款の２７条の中でも部分払いは可能で

すということで明示はしております。ただ、支払いが残っているとい

うのは、業者さんのほうから部分払いをお願いしますというような形

で向こうからの請求がないために、まだ支払いがされておりません。

〇荒関委員長 秋元委員。

〇秋元委員 確かに約款上からいって部分払いもできると、ただ業者が請求し
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ていないということの返事ですけれども、２億円のお金を、この燃料

費が高い、油代とか賃金とか業者はかかっているわけです。ですから、

適切な支払いをしていただければと。今まだ残雪処理のため、また補

正をするということですので、もう精査はできているはずですよね。

精査できていて、足りないから、あと幾らというふうな補正予算を組

むということですので、その時点で業者からある程度請求してもらっ

たほうが、請求するように指導していただければと思いますので、そ

こをよろしくお願いします。これで終わります。

〇荒関委員長 ほかに質疑ありませんか。

川山委員。

〇川山委員 今のページの修繕料の中の話ですけれども、前回予算説明会のと

き、町長はおらほのロータリー壊れた話をしたら、聞いていなかった

と。その後修理するのか、それとも今後何年間に分けて買っていくの

かの決断したものかどうかをちょっとお願いします。

〇荒関委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 川山委員の質問にお答えします。

小泊地域のロータリー除雪車について、令和２年度の除雪作業終了

時に委託業者から走行時に異常が見られるということの報告があり、

令和３年７月に定期点検と走行異常の修繕のため修繕会社へ見積り依

頼したところ、走行の油圧ポンプと油圧モーターが経年劣化により交

換が必要で、その費用が多大であることが分かりました。本年度の除

雪体制をどのようにするか検討を重ね、小泊地域では除雪よりも排雪

時にロータリー車を利用することが多いため、中里地域のロータリー

車を両地域で共有し、小泊地域でロータリー除雪車による作業が必要

となった場合は、両地域で連絡を取り合い、中里地域の２台のうち１

台が小泊地域で作業できるようにし、両地域で幹線道路と急を要する

路線の作業が必要であれば、短期間で業者所有のロータリー除雪車を

借り受けて作業を行うこととして実施してまいりました。

来年度以降については、本年度の除雪事業終了時に、今年の問題点

や反省点などがあれば改善を行い、最善な方法を探りながら、来年度

も本年と同様に中里地域のロータリー車を有効利用して除排雪業務を

行っていきたいと思っています。

〇荒関委員長 川山委員。
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〇川山委員 来年度以降というよりも、今年もう既に交代でやったわけだ。正

月前に私、どっと雪が降ったとき、かなり住民にぐだめかれて、その

とき電話したら、正月だよな、電話したら、壊れていたと。それで、

うちのほうの排雪業者に逆に役場のほうにお願いしてくれと。交代で

やっているのであれば、中里も小泊も一回に雪降るのだから、とても

ではないが、間に合わせられないということで予算の説明会のとき、

町長は聞いていなかったということで、その後課長と相談したのかな

と思ったけれども。あれからそう雪も降らないと思って、交代で間に

合ったかも分からない。ただ、うちのほうの小路に入れば、ほとんど

車は一方通行みたいな感じで、私は役場、支所のほうに２回ぐらい電

話した。

あなたたちの考えと、私たちの考えと、全然考え方が違うのです。

我々は町民に負託されて、ここに来て話ししているのです。困ればみ

んな来るのだ。そして、対応してけねば、「おめみたいな議員、来年

になれば要らないね」と、こうされるのだ。だから、しゃべるのだ。

今年、何回しゃべったの。いつまで続く、２回もまた交代だって、こ

っち忙しければ間に合わないでしょう。業者も自分たち皆委託を受け

て、お金もらってやっているのだ。それ待っていられないね。それ今

年はしようがないとしたでばな、今年のことだもの。だばって、来年、

再来年と雪降らないなんて考えられないのだはんで、何かしら直すな

り、新しく買うなり、買うといってもすぐ買えるわけではないとしゃ

べっているのだでばな。そこを町長と相談して、何かいい結果出るか

と思ったら、出ていないのだもの。直す気もないのだか。ずっと使っ

ていって、また不便かけて、我々に謝って歩けってか。それほど、仮

に新しいそれ買ったって、それはお金はかかるけれども、買われない

ことなのだか。何十年も使うのだ。俺だば、あと何十年といえばいな

いけれども、これからずっと雪降っていくのだもの、できれば中古で

なくて、新しいやつで、ローン組んでもいいはんで買うぐらいの気持

ちを持って。副町長、おめのところさ誰も行っていないか。どうもこ

の考え方おかしくないかなと思うのだばって。誰でもいいじゃ、副町

長でもいいし、町長でもいいし。

〇荒関委員長 副町長。

〇副町長（横野彰吾君） それでは、私のほうから川山委員のことに対して答
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弁させていただきます。

先ほど担当課長のほうから説明があったように、小泊地域の特性と

いいますか、除雪のときはロータリーを使うと吹く場所がないという

ことで、排雪のときにダンプを前に走らせて、排雪で使っているとい

う現状です。そういうことで、排雪のときに使うロータリー車ですの

で、ふだん除雪のときはほとんど使わない、車庫に置いているような

状況ですので、中里地域、小泊地域の排雪計画に基づいて、両方ダブ

らないような形で進めて、排雪のときには中里のほうを使うよと、そ

ういうふうな形で進めているような状況です。

〇荒関委員長 川山委員。

〇川山委員 あなたのほうに誰も困ったと電話行かなかった。あなたの前はバ

ス道路で、きちんと排雪していたよな。私らのところは、全然歩けな

くて、毎日苦情だ。ロータリーで飛ばすといったって、ロータリー、

飛ばす機械なければ、５回やるところ１回になるよな。今しゃべって

いたけれども、むったどその苦情聞いていねばまいねって、私何て答

えるのよ。このままだぞと、来年もと、そうやって答えればいいのか。

今１２月に選挙あり予算も載ってらべさ。俺そうやってまた、何だも

のな、議長になっても何もまいねんだでばと、こうされるのだ。議員

の気持ち考えられないか。何か一言、いいよと、今よりはよくすると、

そういう答えをもらえれば、俺はそのまましゃべるにいいわけだ。町

長。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） ロータリー車のあるなしから、議員さん方に迷惑かけ

ている話に飛んでいるような、今雪を飛ばすのでなくて、話が飛んで

いるような気がするのですけれども、私のほうでもその後話を聞いて

思ったのは、要するに雪に対して町民に不満が出ないように除雪体制

を組めればいいことが問題だと思うのです、ロータリー車があるなし

でなくて。そこは今、副町長が説明したように、小泊地域の場合、排

雪のときに前に車を置いて捨てる、このときにちゃんとロータリー車

が役に立てれば苦情は行かなくなるのだと思うのです。そこは町長と

してしっかりと責任を持ってやらせていただきます。したがって、ロ

ータリー車があるないだけの議論をしないでいただければありがたい

なと。議員のほうに苦情が行かないようには、きちっと請け負いたい
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と思います。ということで、よろしくお願いします。

〇荒関委員長 川山委員、よろしいですか。

川山委員。

〇川山委員 分かりました。私は町長が来年は絶対今年みたいなことはないと

答えなさいと言いましたので、そのまま答えます。よろしくお願いし

ます。

〇荒関委員長 沖崎委員。

〇沖崎委員 関連して、私も仕事上、除雪に関連していましたので。今そうい

うことを町長も副町長もしゃべったばって、必ず雪は一緒に降るわけ

だ。とんでもない問題起きるよ。今こういう何ぼか議長の顔を立てる

と言った考えはないものかな。中古と言えばだめだけど、今年はもう

雪は降らないのだ、来年降るのだよな。今年はもう終わったわけだ。

喉元過ぎてしまえば、あとオーケーだ。ただ、議長がしゃべるのは、

そういうとんでもないぐだめきとか、晩酌飲んでから電話来るのだよ

な。結局一緒に雪降るのだはんで、必ず必要だと思います。こういう

のは、何か４、５，０００万とちょっと、それでもねばまねば、使わ

なくてもねばまいねんだね。小泊の学校使わなくても、ねばまいんだ

ね。今何年かすれば要らないんだっきゃな、そういう考えで物を進め

てほしい。

以上。

〇荒関委員長 答弁ありますか。

町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今日おられる委員の皆さんは、それぞれ町民の方々か

ら雪に対して様々な苦情をお受けいただいていることには、本当に頭

を下げたいと思います。ただ、雪に関しては、今年も令和３年度、７，

０００万円で予算を取ったところから、追加、追加で、先ほど秋元委

員のほうからもお話あったように２億２,０００万円という費用をか

けて除雪をやってきているわけであります。私、青森にも家内を置い

て、しょっちゅう行ったり来たりしているわけですから、青森の雪の

事情も常に比較をしながら見ているわけでありますが、これはどこの

自治体も同じだと思います。余計雪降れば、何とかしなければならな

いのだけれども、手元不如意、どこからも金が出ない。何とか節約し

ながら町民に、市民にご迷惑かけないようにしようと思って、どこの
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首長さんもみんな一生懸命やっているのだと思います。私もそうであ

ります。いつも担当課のほうから、また追加で除雪費と来るたびに、

「本当に片づける雪、どこにあるんだば」と聞きながらやっていると

きもあります。小泊に雪降っているけれども、中里に降らない、中里

に降っているけれども、小泊に降らない、必ずしも一緒に降るわけで

ないです。天気予報もいつも同じでないです。どこに雪降るかも、そ

の時々によって違います。そのことを全部見ながら、町民の方々にご

迷惑かけないようにしたい。ただし、道路の除雪に関していえば、町

民の皆様がお通りになる道路は夏場と同じに全部除雪してくれと言わ

れても、これは物理的に無理なわけであります。したがって、多少ご

不便をおかけするかもしれませんが、冬場はここを通ってくださいと、

ここはしっかり除雪します、そういうめり張りをつけたやり方をしな

がら、町民からお預かりしている税金の使い方をしっかり工夫しなが

ら雪には当たっていきたいと思っておりますので、ご不満があったと

きに、もし先生方のところに町民の方から行ったら、私のところにど

なり込んでくるなりなんなりしていただければ、できる限りの対応は

４年度の冬もさせていただきたいと思っておりますので、ご理解願い

ますようお願いをいたします。

〇荒関委員長 よろしいですか、沖崎委員。

〇沖崎委員 はい。

〇荒関委員長 ほかに土木費に対する質疑ありませんか。

沖崎委員。

〇沖崎委員 運動公園の関係で。

〇荒関委員長 今土木費。

〇沖崎委員 あるべさ、下に。運動公園。

〇荒関委員長 今土木費の質疑を行っておりますので。

〇沖崎委員 違うか、土木費にないか、次のほうさ、運動公園と。

〇荒関委員長 大変失礼いたしました。

どうぞ、沖崎委員。

〇沖崎委員 先ほど私は再三いろんな一般質問とかあるわけですけれども、子

供たちの代弁みたいなもので、いつできるのだば、運動公園と。ただ、

来年度は中泊で県民大会が行われる予定、そしてその次は国体を青森

でやると。そのためにも、いい選手を育てたいし、記録を残したいと。
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子供たちから、３年ぐらいになったところで、とにかくそろそろでな

いかと。財政圧迫するのは分かっているし、安いものでないし、ただ

公認を取れるぐらいの範囲で、どうにか町でできないものかと。これ

は県とか広域とか話も聞いているし、どこでも出したくない。スポー

ツの町として、また井沼清七の関連もあるし、どうにか捻出できない

ものかと。これは担当、誰か。町長だべな。

〇荒関委員長 教育次長。

〇教育次長（葛西成芳君） ただいまの沖崎委員のご質問に答えます。

今まで陸上競技場に関しては、委員の皆様からも様々毎回のご指摘

をいただいたところであります。一応その答えとしまして、１２月の

議会にもありましたが、昨年の１０月開催した令和３年度圏域重点事

業要望、これで陸上競技場を含めました広域の大会等に利用するスポ

ーツ施設の維持管理の支援について、県に要望してまいりました。そ

の答えとしましては、県としては引き続き国に働きかけますという回

答でありました。

やはり委員ご存じのとおり、この公認を取るに当たっては、改修や

競技用の備品等でまず２億以上の費用がかかるということもありまし

て、何とか広域のほうで負担しながら今後整備していけないかと。こ

れからも町としても圏域定住自立圏の会議の場でも粘り強く働きかけ

ていきたいと思っております。また、もし何かそのほかにも有効な財

源等がありましたら、何とか整備に向けて進めていきたいと考えてお

ります。

以上です。

〇荒関委員長 沖崎委員。

〇沖崎委員 次長も終わりだべ、今度。何か張り合いがないべさ、その言い方

だと。広域とか中身も重々覚えて私も聞いているのだばって、公的で

はないけれども、県の関係の人とも話をしております。誰も出したく

ない、どこでも。だから、町独断でどうにか手がけていかなければま

いねんでねえかと。ただ、子供たちに言われるということは、ただ三

役、誰も運動会、招待しても来ないところで、やっぱり現場に来て見

れば、小言もあるし、かわいそうなものだよ、本当に。今不思議にと

いうか、いいグラウンドあるはんでだけれども、県のチャンピオンが

３人ぐらい小学校でもいて、チャンピオンは県で１人しかいないのに、
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それが３人ぐらいいるので、どうにか前向きと言っても、みんな逃げ

る言葉でもあるし、何かこれ早くやる方法。次長の話でいけば、何も

まいねはんで、町長どうだっきゃ、何かのいい方法が、除雪車もだけ

れども、皆財政かかって、厳しいよ。だけれども、私もしゃべりたく

ないけれども、このぐらい子供たちにしゃべっておかねば、言っても

だめだったと町のせいにするずるい話だかもしれないけれども、何か

方法さ。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 私も町長になる前からも、町長になってからも、後ろ

向きになったことはなくて、常に前向きに物事を考え、前向きに進め

ているほうなのですが、運動公園の、いわゆる陸上競技場の沖崎委員

からの要望に関して、誤解を恐れずに言わせていただけば、今中里の

運動公園が大会できない施設ではないのだということをまずはご理解

をいただきたいなと。スタートの位置のところに穴が空いた、直さな

ければならない、直しています。ゴールのところに計測装置入れなけ

ればいけない、メンテナンスもしなければいけない、ちゃんと対応し

ています。ただ、あそこで出した結果が公認記録として世間に通用す

るようなグラウンドにするには、今委員のほうからもお話のあった２

億というお金がかかるということなのであります。

その公認グラウンドがこの西北五圏域にあるかといえば、今現在な

いわけであります。私が調べたところでは、前にもお答えを差し上げ

たかもしれませんが、県内６圏域、それぞれ中心となる市なり、もし

くは陸上に本当に力を入れている東北町さんとか、財源的に比較的ゆ

とりがある、不交付団体でございますので、六ヶ所村さんとか持って

おられるということは承知しているわけであります。であればこそ、

この西北五圏域の代表ということで、いつも頼らせていただいている

五所川原市さんに何とか考えてほしいということを私、町長としても

市長に申し上げているわけであります。

私とすれば、できる限り陸上に関係する協議会の方々が、例えば五

所川原市の陸上協会の方々が市長にその旨をお話をしていただきた

い、要望していただきたい。結果として、西北五圏域の公認グラウン

ドは中里の運動公園でいこうとなったら、当然立地町として、応分の

負担はしなければいけないと思うのですが、そういう形が一番いいの
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ではないかということを提案させていただいているわけであります。

今つがる市は国体、国民スポーツ大会に向けて、体育館を整備して

おります。いずれ維持費が大変になってくるのだと思います。鰺ヶ沢

町は温水プールを持って、水泳の大会は全部鰺ヶ沢でやっています。

そういう地域の状況をちゃんと考えながら、広域で考えていかなけれ

ば、私はうちの中泊町の町民の方々に申し訳ないと。その思いから、

今あちこち駆けずり回りながら、何とかいい方策はないものかと前向

きに考えているところであります。

沖崎委員のご期待に応えられるよう、できるだけいい解決方法を早

く見つけたいとは思います。大会開催に支障が出るような陸上競技場

には絶対しませんので、そのことで、もうしばらくお時間をお貸しい

ただければありがたいと思っております。

以上でございます。

〇荒関委員長 沖崎委員。

〇沖崎委員 私もだばって、子供たちも、ではいつだと、今の話でいけばまだ

まだ。町単独でやる気前のいい返事は聞こえないので、もう２年、３

年。ただ、毎年６年生は中学校へ行くし、大変なものだ。現場を担当

して、私たちもやめればいいのだろうけど。スポーツの町として、ス

ポーツの原点でもあるし、何とか。これ以上言えばまたちょっと過ぎ

る言葉になりますので、早くやることを期待して、動きが悪いと次に

またということで終わります。

〇荒関委員長 あとほかに土木費に対する質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第８款土木費に対する質疑を終わり

ます。

第９款消防費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第９款消防費に対する質疑を終わり

ます。

第１０款教育費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

塚本悦子委員。

〇塚本委員 ９７ページ、１０款教育費の学校生活支援員の９６６万９，００

０円とありますが、中泊小学校、中学校で支援員は何人いるのでしょ
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うか。そして、児童は、どこの学校に何人いるのかお聞かせ願います。

〇荒関委員長 長利教育課長。

〇教育課長（長利香代子君） ただいまの塚本委員のご質問にお答えいたしま

す。

ここに計上されておりますのは、小泊学園が小中一貫校になります

ので、令和３年度は各学校に１人配備しております。４年度は５校に

なりますが、６人分となっております。

そして、今現在ですが、生活の支援を必要とする児童生徒の数です

が、全部で中里地域のほうは１４名います。そして、小泊地域のほう

も５人程度いるところでございます。

以上です。

〇荒関委員長 塚本委員。

〇塚本委員 合わせて、支援員が６人ですね。そして、中里小学校、中学校合

わせて児童が６名、小泊が５名。武田小学校では、今新たに支援児童

が５人から７人となるのです。知っていますでしょうか。それで、こ

れでは今までの支援員１人だと非常に先生ももちろん支援員に負担に

なりますので、ぜひ来年度、４月には１人増やしていただけませんで

しょうかと、教育委員会のほうに要望はしました。でも、４月の様子

を見てということだそうですけれども、２クラスありますよね、知的

障害学級と自閉症・情緒障害学級ですか、それにまた２人増える、ク

ラスが何段階にもなります。それを聞いて、見るからに先生、支援員

の負担はすごいと思います、もう火を見るより明らかという感じで。

それなのに、いつまで４月様子を見るのかなと。この様子を見るとか

の言葉に私は非常に、いつなの、すぐなのという感じなのですけれど

も、いかがでしょうか。即それを募集していただけないのでしょうか

しら、増やさないのかしら、お願いします。

〇荒関委員長 長利教育課長。

〇教育課長（長利香代子君） これに関しましては、今武田小学校のほうで来

年度から７人になるということで存じ上げているところでございま

す。２年生、３年生が複式学級というところもございますので、今後

の学校の状況を現場に行って確認したいと考えておるところです。そ

の状況によっては、使える協力員、学校の社会教育のほうの人件費な

どもありますので、そちらのほうで活用できるものを使って進めてい
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ければと考えているところです。

以上です。

〇荒関委員長 塚本委員。

〇塚本委員 様子を見るというと、１年見るのかな。そうしているうちに支援

員が倒れたりすると、どうなるのでしょう。教育長さんのお考えを聞

きたいのですけれども。いつ、はっきり、その様子を見るとか、前向

きにと言うのが１年なのか、即やりますというのか。これ大変だなと、

質の高い教育をみんなにというＳＤＧｓの４番でありますよ。私は、

教育、勉強しやすい環境づくりは非常に大事だと思うのですが、教育

長さん、いかがお考えでしょうか。

〇荒関委員長 米塚教育長。

〇教育長（米塚鈴子君） 学校生活支援員というのは、いわゆる特別支援学級

だけではなくて、普通学級に在籍している、特に生活支援を要する児

童生徒に対するサポートをするという国の事業でございます。それで

各学校に１名ずつ配置しておりまして、今、課長がお話ししましたよ

うに、すぐにまた支援員増員というのは引き続き要望はしていきます

けれども、来年度はまずは地域学校協働活動、こういう事業も実施し

て、協働活動のスタッフがおりますので、その地域学校協働活動の方

の協力も得ながら、いろいろサポート体制を充実させていきたいと、

今のところはそういうふうに考えております。

〇荒関委員長 塚本委員、よろしいですか。

塚本委員。

〇塚本委員 予算もそうでしょうけれども、その協働活動、また特別支援員は

しっかりと学校に常備していて、しっかり見てもらえると。だから、

非常勤講師となると、これは教育委員会とか講師、教師の資格がなけ

れば駄目だけれども、支援員というのは一生懸命やろうとする人は応

募して採用できるのです。自治体で採用できるのだから、予算があれ

ばできると思う。見て明らかです。今までは１人の児童に支援員が１

人ついたりしている学校もあります。５人でも多いのに、今度７人か

という感じで、先生はもうてんてこ舞いして、びっくりして、１年間

どうしようという感じでいますので、前向きに、募集してもすぐでき

るかどうか分からないのですから、即お願いしたいと思っています。

予算ができないのであれば、町長さんにお願いするとか。私は昔とい
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うか、十何年も前に、古川教育長さんがちょっとアルコール入ったら、

いい先生を連れてくるのに大変苦労したのだと、自分もかなり力を入

れたけれども、相手方の教育長があまりにも優秀で取れなかったと。

そういうふうに先生の奪い合いもあったのだけれども、今はそこまで

しなくても、学びの環境、先生もすごく楽に勉強を教えることができ

る、生徒もゆっくり安心して勉強できる、そういう環境にしてもらえ

れば、何も奪い合うのでなくても、中里中学校に行きたい、先生方は

希望を出しています、武田小学校に行きたいと言うと、そういうふう

な環境をつくってほしいのです。校長先生が心配、先生方はいつ倒れ

るのだろう、大変だろうと思う、そういう環境ではなくて、安心して

勉強できるような環境にしたいのです。予算を出して、何とかいい環

境にしてあげたいと思うのですが。町長さん、どうでしょうか、予算

のほうを。

〇荒関委員長 これは答弁ありますか。

濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今話を聞いていて、何度か首をかしげているのを見て

いたと思うのですが、実は学校教育の在り方について時々教育長さん

とディスカッションをしているときありまして、今、委員が問題にし

ている学校生活支援員の役割と学習支援員という人の役割、それぞれ

予算がどうなっているかというのをいろいろ議論しながら、では学校

の教師の先生の役割は何なのよということも議論しながら、実はこの

予算に上がっているわけなのです。教育委員会の要望は、学習支援員

を入れてくれと、これというのは勉強するための支援員なのです。国

でも県でも面倒見てくれない予算なはずなのです。町で見なさいと。

今話ししている学校生活支援員、各学校に１人置いているのは、国も

県もちゃんと面倒見てくれている、１つの学校に１人ずつ面倒見てく

れている人だと私は理解していたのです。よって、２人、３人と用意

するものではないのだというふうに思っていたわけです。金を出せば

何人でも置けるとすれば、要するに、では必要性というのはどこで判

断するのという話になっていくのです。今私が塚本委員にお答えでき

るとすれば、学校生活支援員の役割と今申し上げました学習支援員の

役割、もう一度教育委員会のほうからしっかり聞き取りをしながら、

この学校生活支援員を何人でも置けるものであれば、それぞれの学校
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に何人必要なのか。本来の支援員としての目的のために、特別支援学

級の子供たちのために必要な要員ではないという理解をしていたの

で、そこをもう一度聞き取りして検討した上で、必要があれば補正予

算でもまたお願いしたいなと思っております。

以上でございます。

〇荒関委員長 塚本委員。

〇塚本委員 特別支援学級であれば、自治体でもできると私は思っていました。

ですので、非常勤講師とかになると、県の事務所からそうなるのです

けれども、先生も、校長先生もそういうふうに自治体でできるのです

よねということなのに、なかなかそれが大変なのということですので、

ぜひそこを理解していただけたら、即お願いしたいと思っています。

そして、いつになるのかな、その様子を見てと。いつも、この間も

そうなのですけれども、ナプキンディスペンサーのそれも、この間一

般質問したときにも、様子を見て４月からと言ったのだけれども、新

年度即、そういうのに対して様子を見るといっても、何を様子見るの

かなと。ナプキンディスペンサーもそんなにお金かからない、置くだ

けでいいのだと思うので、様子を見るというのがいかがなものか。い

つになるのか、１か月様子を見るのか、様子を見れば、私が言った後

に次の日でもいいのではないかなと思うのですけれども、即というの

はいつでしょうか。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 生理の貧困の話にまた戻ったわけでありますが、生理

の貧困の部分について、先日一般質問で教育長のほうから答弁をさせ

ていただいたわけでございますけれども、これは私の頭の中にはもう

４月から置くというふうに。これはなぜかというと、今我々が何か災

害あったときに、災害物資を備蓄しているわけです。ここに高齢者向

けの紙おむつだとか、そういうものが一切考えられていなかったとい

うことに気づきまして、用意しなければいけないというのはもう世の

中の流れでございますので、入れなければいけないのです。入れると

すれば、学校に置いても別に何も問題ないわけでございますので、そ

れはもうすぐやるよということで、様子を見ると言った覚えは一言も

ありませんので、私自身は。そこは誤解のないように。

その上で、今の学校生活支援員について申し上げれば、先ほどもお
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話ししましたけれども、特別支援の子供たちのために置かなければい

けない要員なのか、学校に１人というふうに決まって置いている要員

なのか、ちゃんと確認をした上で、必要があればちゃんと予算措置し

ますということで私はお答え申し上げたつもりなのですが、それでご

理解をいただけますでしょうか。

〇荒関委員長 塚本委員。

〇塚本委員 ただいまの４月、即設置しますという言葉を聞けば、それで私は

安心なのです。子供たちみんなに、もうできれば４月進級になっても

大丈夫よと言えるので、その言葉が４月様子を見てから設置しますと

言ったので、いつになるのかなと思ったのです。では、即よろしくお

願いします。その支援員のほうもよろしくお願いします。

〇荒関委員長 米塚教育長。

〇教育長（米塚鈴子君） 学校生活支援員は、普通学級において生活支援を要

する児童生徒に対する支援員１名配置という国の方針で、特別支援学

級に限定をされているものではございませんので、そこのところをお

伝えいたします。

〇荒関委員長 よろしいですか。

塚本委員。

〇塚本委員 よろしくお願いします。特別支援学級の中の補佐ということで、

校長先生は大変でしょうということでしたので、では校長先生と一緒

に話し合って、いい方向で何とかよろしくお願いいたします。

終わりです。

〇荒関委員長 あとほかに教育費に対する質疑ございませんか。

川山委員。

〇川山委員 １１３ページの委託料の関係で、パルナスの管理運営委託、今回

指定管理者に移行すると。私は、何か指定管理の件で副社長になって

いるので、あした退席願いたいということで、今話をするのですけれ

ども、観光交流協会、私副社長になって、ここが指定管理を受けると

いう話になっているのですけれども、観光交流協会を立ち上げたとき、

副町長が社長だよな。そういう趣旨の下にこの交流協会というのは国

からお金をもらって、町からも出して、それ指定管理者を受けてやる

趣旨の下につくった会社なのだか、そこをまず１つ伺います。

〇荒関委員長 水産商工観光課長。
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〇水産商工観光課長（越野進一君） ただいまの川山委員のご質問にお答えい

たします。

令和２年３月に町では観光ビジョンを策定いたしまして、その中で

観光ビジョンを推進していくためには、やはりそういった組織体制づ

くり、これが急務だということで、今の協会が昨年、令和３年４月に

設置されました。目的といたしましては、文化の継承、それから観光

の振興、それから国際交流の推進と、この３点を柱に活動を展開して

いくということになっております。

今回のパルナスの指定管理につきましては、本来の目的というもの

ではないですけれども、ただ総合文化センター、こちらは国際交流事

業が展開されているものでありますので、現在も事務所をお借りして

やっている観点から、今後町の経費の削減、そういったものにもつな

がりますし、応募したところでございます。活動につきましては、今

後地域おこし協力隊、こちらを設置しながら観光の振興に当たってい

くというのが大きな重要な業務であると考えておりますので、よろし

くお願いいたします。

〇荒関委員長 川山委員。

〇川山委員 私の考えですけれども、立ち上げのときは、中里地区で今までに

ないような、例えば我々観光協会でやっているもののバックアップを

見つけたり、そういういろんな仕事を探して、外から呼んできたりし

て応援するための会社を立ち上げたと。私はこう理解して、今役場の

経費を削減するために指定管理者を受けるなんて、頭にもどこにもな

かったです。経費削減するのであれば、最初からなければ、役場で何

もお金出さなくてもいいのでないか。そんな問題でない。

私は、この前観光協会の役員会開いたら、文化観光交流協会の会社

がどこもここもみんな指定管理者取ってしまえば、小泊の観光協会な

んて要らないのではないかと、これから余されるべさと、おまえそん

なところの副社長やっているのだなと。いやいやと、そういうために

つくった会社でないと。今そう思っても、後から町長でも課長でも替

われば、これで１回取れば、経費削減でみんな取るのでないかと、で

は簡単にほかに委託しないべさと、こういう話にまでなったのだ。本

来の趣旨に基づいて、指定管理者、そこ取ったか取らないばって、こ

れ今アクトプランで委託を受けているけれども、そういうちっちゃな



- 58 -

ことのためにつくった会社でないべさ。もっと大きな、この町を発展

させるためのいろんなプランを考えると、そのために立派な人間を２

人も置いて、何も事務なんてやるための会社でないと私は思って、も

ちろん役員にもなったのだけれども、そういう考えであれば役員も引

かねばならないし、何もしゃべっている話とやる話が全然違ってしま

わないか。最初からそう思っていたのだか、どうだ。

〇荒関委員長 横野副町長。

〇副町長（横野彰吾君） 私は、文化観光交流協会の理事長ですので、私のほ

うから川山委員に対しましてお答えいたします。

まず、先ほど担当課長が申し上げたとおり、目的でございます。目

的はやっぱり町全体が一丸となって持続可能な観光地づくりを進める

と。一層町の稼ぐ力を引き出して、町の経済の活性化、そして文化、

観光、国際交流の振興に寄与するということが目的で、これが大前提

でございます。ですから、指定管理を受けるための協会ではないとい

うふうに私は認識しております。

ただ、今パルナスのほうで事務所のスペースを置いて、国際交流と

か、いろんな形で進めていることから、指定管理のほうが募集があっ

たものですから、それに応募したということで、指定管理を行うため

の目的ではないということをご理解いただければと思います。

〇荒関委員長 川山委員。

〇川山委員 指定管理にしたのは町だべさ、あなた、副町長ではないの。誰が

指定管理つくったのよ。今まで委託でちゃんと管理していたべな。指

定管理者に移行しますよとしたのは、町で考えたのだべ。それに募集

あったはんで受けたと。自分たちで考えて、自分たちで受けているの

だでばな。今行けば、ちっちゃい業者はみんな、例えばふれあいセン

ターでも指定管理者で、入札でみんなもらっているでばな。そういう

ところをみんな指定管理者にして一括にしてやれば、一番楽だよ。だ

って、今現状でやっている人たち、何もなくなってしまうでばな。そ

れを文化観光交流協会でやる仕事なのだかと私はしゃべっていたの

だ。ほかのところやるのだばいいのだ。それに名前連ねているのは誰

なのよ、私もそうだけれども。小泊のすばらしい企業がみんなお金出

して、名前連ねて、そしてやって、そんな下請のまねみたいなことを

して。黙って役場の中にいて、机を置いてやればいい話でばな、何も
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あそこに行かなくても。それは便利だかも分からないよ、今でも事務

局いるはんで。事務局いたって、別に困っているわけでもないべし、

指定管理者取る必要もないと思うばって。違うか、私の考え、間違っ

ているか。では、課長もう一回。

〇荒関委員長 越野水産商工観光課長。

〇水産商工観光課長（越野進一君） 私の説明不足もございまして、委員のご

質問にお答えいたします。

協会の今のパルナスの指定管理につきましては、小泊観光協会、う

みどりーむ振興社、それからアクトプランやディスパッチさん、こう

いった現在パルナスの管理業務に関わっている、これまで関わってき

た業者の方も協会の会員となっております。会員の業務を脅かすもの

ではなく、むしろ会員が相互に意識を高め合って、どちらかというと

この協会が成長の場となっていくような、そういう期待されて設立さ

れたものでございますので、委員が例えば今入っている業者さんの仕

事を協会が取るというようなイメージというか、認識は私どもも持っ

ておりませんので、今後もそういったことにならないように私どもも

ブレーキをかけていくとか、意見を言っていきたいと思いますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。

〇荒関委員長 川山委員。

〇川山委員 分かりました。町長も副町長もそれでいいと、ここで今後ほかの

指定管理とかは取らないということで答弁できますか。ここでお墨つ

きをいただきたいと思います。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） ここで宣言しろと言われても、指定管理に出すか出さ

ないか、それから指定管理を誰にするか、これはみんな違ったプロセ

スの中で決まるわけです。もちろん議会の議決事項でもありますし、

私自身はその手続はきちっと踏んでいくべきだろうなと思っています

し、私が決めたということでもないわけであります。まず、ここはご

理解をいただければ。

その上で、今の文化観光交流協会なるものをなぜつくったのかとい

うのは、今越野課長のほうからお話があったとおりでありますが、町

でやっている観光関係のイベント、ウオーキングのイベントだとか、

いろんなものを実施部隊として位置づけていきたいというのがまず本
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音と言えば本音なのです。それをやっていくにしても、人を抱えなけ

ればいけないので、その人件費の部分というのがあるではないですか。

その部分を、今事務所を置いている文化ホールの指定管理を受けるこ

とにより、そこにいて事務もできるわけですから、文化ホールのほう

の管理はこの人たち、文化観光交流協会のほうはこの人たちとやれば

二重に経費かかるではないですか。そこら辺も考えた上での今の文化

ホールを指定管理に出すというのと協会が受けるという都合がよかっ

たというだけの話でありまして、この文化観光交流協会が次々といろ

んなところの指定管理を取っていくということはないと。これは私は

町長として、ないと思いますということをお答えをしたいと思います。

〇荒関委員長 よろしいですか。

あとほかに教育費に対する質疑ございませんか。

野上委員。

〇野上（憲）委員 今の指定管理制度について関連するわけでありますけれど

も、これから少子高齢化、人口減に全く入ったわけです。２０４５年

には４，０００人しかいないと。もう２３年しかないです。ここで今

までの町が関わっている団体、このままでいいのかと。さっきも同僚

の川山委員もしゃべっていましたけれども、観光協会あり、うみどり

ーむあり、様々な団体が様々な経理をしているわけです。何でそれを

一括して整理した中身で、いわゆる費用対効果を上げるようなことを

積極的にしないのですか。それを部門的にまとめることによって、そ

の人たちが、また生き方も変わってくると思うのです。そういう方向

づけがないから、こういう討論をする場ができてくるのです。ちゃん

とこれからの次の世の中に向けたような町の組織の在り方、組織に対

しての対応の仕方も考える必要があるのではないですか。でなければ、

今まである指定管理をやっているところが全部町が丸抱えになります

よ。将来的に町長はどう考えていますか。

〇荒関委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 川山委員のご質問にお答えしたつもりなのですが、要

するに指定管理に出す施設をどこどこにするかというのを決めるのは

町の仕事でありますし、指定管理を受けたいといって手を挙げてくる

のはそれぞれの団体の話でありますし、それを決めるのは議会であり

ます、議決をいただくのは。今野上委員のほうからお話のあったよう
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なことは、それらの手続の中でしっかり考えていくべきものであって、

私自身がどこに何やらせる、どこに何やらせるという筋のものではな

いので、重ねて申し上げておきますが、それぞれの手続にのっとった

形でやらせていただきたい。

ただ、文化観光交流協会に関しては、何でもかんでもやるためにつ

くったものではないということだけは重ねてお話をさせていただきま

す。その上で人口減少下の中で、どういう在り方にすれば一番いいの

か。これは、先ほど来申し上げております公共の施設、いわゆる集会

所から始まって、いろんなものもそうでありますが、人口減の中でど

ういうふうにしていけばいいのか、町内会の数もそうであります。そ

ういうことは、今後議員各位と、ここは委員会の場ですので、委員各

位とご相談をしながら、今後町のよりよい在り方を一緒になって考え

ていただければと、考えていきたいというふうに思っております。

以上でございます。

〇荒関委員長 野上憲幸委員。

〇野上（憲）委員 町長がそういう前向きな考えであれば、やっぱり今ある組

織も、町が関連した組織も統廃合を考えながらやるべきです。そうし

なければ、みんな我田引水と同じで、そこから動かなくなるのです。

そういうことを、ぜひともこれから進めてほしいと思っています。

以上です。

〇荒関委員長 あとほかに教育費に対する質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 １２時を回っておりますけれども、このまま委員会を引き続き

行いたいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

質疑がないようですので、第１０款教育費に対する質疑を終わりま

す。

引き続き、第１１款災害復旧費に対する質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 ないようですので、第１１款災害復旧費に対する質疑を終わり

ます。

第１２款公債費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇荒関委員長 質疑がないようですので、第１２款公債費に対する質疑を終わ

ります。

第１３款予備費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 質疑がないようですので、第１３款予備費に対する質疑を終わ

ります。

これで議案第８号 令和４年度中泊町一般会計予算に対する質疑を

終了します。

以上で予算特別委員会に付託されました議案第８号から議案第１４

号までの令和４年度中泊町一般会計予算及び各特別会計予算に対する

質疑は全て終了しました。

◎議案第８号～議案第１４号の討論

〇荒関委員長 これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇荒関委員長 討論なしと認め、これで討論を終わります。

◎議案第８号～議案第１４号の採決

〇荒関委員長 これから採決を行います。

お諮りします。議案第８号から議案第１４号までの令和４年度中泊

町一般会計予算及び各特別会計予算は原案のとおり可決すべきものと

決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇荒関委員長 異議なしと認めます。したがって、議案第８号から議案第１４

号までの令和４年度中泊町一般会計予算及び各特別会計予算は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

◎閉会の宣告

〇荒関委員長 以上をもって予算特別委員会に付託されました案件の審査は全

部終了しました。どうもご協力ありがとうございました。

これをもちまして予算特別委員会を閉会します。

閉会 午後 零時０４分
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